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一
般
会
計
と
特
別
会
計

一
般
会
計
は
、
国
か
ら
の
補
助
金
や

交
付
金
、
税
金
な
ど
の
財
源
を
基
に
し

て
、
生
活
や
福
祉
に
必
要
な
事
業
を
行

う
た
め
の
費
用
を
一
括
し
て
行
う
会
計

の
こ
と
で
す
。

特
別
会
計
は
簡
易
水
道
、
温
泉
事
業
、

国
民
健
康
保
険
な
ど
の
よ
う
に
、
料
金

や
保
険
料
な
ど
の
特
定
の
収
入
を
財
源

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
を
行
う
た
め
の

会
計
の
こ
と
で
す
。

歳
入
と
歳
出

歳
入
と
は
町
に
入
っ
て
く
る
お
金
で

収
入
の
こ
と
。
歳
出
と
は
、
町
か
ら
出

て
い
く
お
金
で
支
出
の
こ
と
。

自
主
財
源
と
依
存
財
源

歳
入
に
は
自
主
財
源
と
依
存
財
源
が

あ
り
ま
す
。
自
主
財
源
と
は
、
町
民
税

や
法
人
税
な
ど
の
町
税
な
ど
を
指
し
、

一
方
の
依
存
財
源
と
は
地
方
交
付
税
や

町
債
、
国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金
な
ど

が
含
ま
れ
ま
す
。

町
債

町
が
国
や
金
融
機
関
か
ら
借
り
入
れ

る
お
金
の
こ
と
。

公
債
費

町
が
こ
れ
ま
で
に
借
り
入
れ
た
借
金

を
返
済
す
る
お
金
。

地
方
交
付
税

ど
の
市
町
村
で
も
同
じ
よ
う
に
行
政

事
務
が
で
き
る
よ
う
に
、
国
税
（
所
得

税
、
法
人
税
、
酒
税
、
た
ば
こ
税
な
ど
）

の
そ
れ
ぞ
れ
の
一
定
割
合
を
、
一
定
の

基
準
に
よ
り
国
が
市
町
村
に
対
し
交
付

す
る
も
の
。

？？？？？？

平成17年度の町の決算報告

※各項目の1万円未満は切り捨てしているため、合計が一致しません。

９
月
１２
日
〜
２５
日
ま
で
９
月
定
例
町
議
会
が

行
わ
れ
、
平
成
１７
年
度
の
西
和
賀
町
の
決
算
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
決
算
は
、
昨
年
の
１１

月
か
ら
今
年
３
月
ま
で
の
５
か
月
間
の
収
支
決

算
に
な
り
ま
す
。
一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
４１

億
５
９
０
０
万
３
７
４
８
円
、
歳
出
決
算
額
は

３９
億
７
０
１
１
万
８
９
２
１
円
で
し
た
（
特
別

会
計
な
ど
は
別
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。
新
町

に
な
っ
て
初
め
て
の
決
算
で
あ
る
こ
と
と
、
年

度
途
中
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
比
べ
る
も
の
が

ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
歳
入
の
お
そ
よ
２５
％
に

あ
た
る
１０
億
円
が
町
税
な
ど
の
自
主
財
源
、
そ

の
ほ
か
は
交
付
税
な
ど
の
依
存
財
源
で
ま
か
な

い
ま
し
た
。
ま
た
、
歳
出
で
は
次
ペ
ー
ジ
の
主

な
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
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主な事業
◆自治振興費・・・・・・・・・・・・・816万円
閉町記念事業費用（276万円）
10月23日閉町記念事業を行い、関連事業を行
いました。（閉町式、湯田町の歩みビデオテープ、
校歌ＣＤ製作）
閉村記念事業（539万円）
10月23日閉村記念事業を行い、関連事業を行
いました。（閉村式、閉村の集い、テレビ番組制作）
◆西和賀町長選挙費・・・・・・・・・・888万円
◆保育所の運営費・・・・・・・・・・3,575万円
町内にある５カ所の運営費として支払いました。

◆中山間地域直接支払交付金・・・・8,850万円
農業生産が不利になっている中山間地域におい
て一定の条件を満たす農地に対し助成しました。
◆森林整備地域活動支援交付金・・・・2,630万円
森林の有する機能が発揮されるように森林の整
備に必要な地域活動に対し補助しました。
◆商工会に対する合併支援補助金・・・・550万円
湯田町商工会と沢内村商工会が円滑に合併でき
るように補助金を交付しました。
◆町道川尻小繋沢線災害防除工事・・・4,137万円
ほっとゆだ駅から小繋沢地内に抜ける旧国道の
落石防止工事を行いました。

◆防火水槽設置工事・・・・・・・・・1,325万円
下の沢地内、猿橋地内、泉沢地内に防火水槽を
設置しました。

◆町道蛭山線蛭山橋道路工事・・・・・8,394万円
沢内庁舎から蛭山地内にぬける蛭山橋の道路
舗装工事を行いました。同路線はことし10月24
日に開通しました。

◆除雪車購入費・・・・・・・・・・・6,988万円
ロータリ除雪車１台（湯田方面）、除雪ダンプ
トラック2台（湯田方面・沢内方面）を購入しま
した。

◆中学生海外派遣事業費補助金・・・・・259万円
湯田中（生徒6人）はメリーランド州パイル中
学校へ、沢内中（生徒5人）はペンシルバニア州
ノースポコノ中学校を訪れ国際理解を深めました。

◆川尻地区公民館解体工事・・・・・・4,064万円
アスベストと老朽化のため川尻地区公民館を解
体しました。なお、本事業は本年度に繰越（平成
18年度分として支払うことになります）ました。

◆町道安ヶ沢線災害復旧工事・・・・・2,354万円
豪雨で安ヶ沢線（川舟地内）の和賀岳１号線橋
の基礎部分が洗い流されたので復旧しました。

（ ）１万円未満は切り捨てています。また、旧町村で行った事業が新町にも
そのまま引き継がれ、合併後に支払いをした事業もあります。

＋

会　計　区　分

一　般　会　計

歳入決算額

41億5,900万3,748円

歳出決算額

39億7,011万8,921円

差引残額

1億8,888万4,827円

国民健康保険会計

老 人 保 健 会 計

介 護 保 険 会 計

簡 易 水 道 会 計

下 水 道 会 計

農業集落排水会計

温 泉 会 計

特別会計小計

4億8,814万7,444円

5億6,849万1,662円

4億2,507万9,509円

3億2,814万7,325円

4億8,382万2,872円

2,589万7,887円

9,655万246円

24億1,613万6,945円 22億1,495万369円 2億118万6,576円

3億3,797万8,006円

5億6,828万5,266円

4億987万3,216円

3億1,792万9,765円

4億6,225万7,296円

2,476万9,856円

9,385万6,964円

1億5,016万9,438円

20万6,396円

1,520万6,293円

1,021万7,560円

2,156万5,576円

112万8,031円

269万3,282円

合　　計 65億7,514万693円 61億8,506万9,290円 3億9,007万1,403円

※各会計とも歳入決算額から歳出決算額を差し引いた形式収支は黒字決算になっています。

‖

７
つ
の
特
別
会
計

（A）

（B）

（A）＋（B）
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広報にしわがでは、「西和賀町の行革元年」として、行政改革に関する取り組みや情報を
シリーズでお知らせしていきます。 ⑥

10
月
10
日
と
11
日
の
両
日
に
わ
た
り
、

町
内
２
会
場
で
「
行
政
改
革
に
関
す
る
住

民
公
聴
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
今
後
５
年
間
に
お
け
る
西
和

賀
町
の
行
政
改
革
の
方
針
と
な
る
行
政
改

革
大
綱
の
素
案
が
、
西
和
賀
町
行
政
改
革

審
議
会
（
為
田
直
助
会
長
・
新
町
）
で
ま

と
ま
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
そ
の
素
案
の

内
容
を
説
明
し
、
み
な
さ
ん
か
ら
行
政
改

革
に
対
す
る
ご
意
見
を
お
聞
き
し
、
行
政

改
革
大
綱
最
終
申
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に

行
っ
た
も
の
で
す
（
素
案
の
大
ま
か
な
内

容
に
つ
い
て
は
広
報
９
月
号
を
ご
覧
く
だ

さ
い
）。

公
聴
会
に
は
、
町
側
か
ら
高
橋
町
長
、

高
橋
・
新
田
両
助
役
、
高
橋
教
育
長
、
行

革
推
進
室
職
員
と
、
今
後
の
審
議
の
参
考

と
す
る
た
め
に
、
行
政
改
革
審
議
会
委
員

も
出
席
し
ま
し
た
。

公
聴
会
で
は
ま
ず
高
橋
町
長
が
「
公
聴

会
と
は
、
国
や
地
方
自
治
体
の
も
っ
と
も

大
事
で
基
本
的
な
事
柄
を
、
当
事
者
や
住

民
の
意
見
を
聞
い
て
公
平
で
正
当
な
も
の

に
し
て
い
く
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。
今

回
は
行
政
改
革
大
綱
の
素
案
を
、
大
枠
と

し
て
こ
れ
で
い
い
の
か
、
内
容
と
し
て
ど

う
進
め
て
い
け
ば
い
い
か
、
み
な
さ
ん
か

ら
の
ご
意
見
を
う
か
が
う
た
め
に
行
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
と
お
し
て
、

本
当
の
意
味
で
の
町
の
行
政
改
革
に
し
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
高
橋
智
行
革
推
進
室
長
（
総
務

課
長
兼
任
）
か
ら
町
の
財
政
状
況
や
行
政

改
革
大
綱
（
素
案
）
の
概
要
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
行
政
改
革
の
キ

ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
行
政
評
価
の
導
入
に

よ
る
仕
事
の
見
直
し
」「
住
民
と
行
政
に

よ
る
協
働
の
取
り
組
み
」「
職
員
の
意
識

改
革
の
必
要
性
」
の
３
点
を
あ
げ
、
職
員

も
住
民
も
従
来
の
考
え
方
に
と
ら
わ
れ

ず
、
町
全
体
の
仕
組
み
を
根
本
か
ら
見
直

さ
な
け
れ
ば
本
当
の
意
味
で
の
行
政
改
革

に
な
ら
な
い
、
と
改
革
の
ポ
イ
ン
ト
を
述

べ
ま
し
た
。

湯
夢
プ
ラ
ザ
会
場
に
は
、
９
人
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
厳
し

い
財
政
状
況
を
健
全
に
す
る
た
め
に
は
、

町
債
（
町
が
借
金
を
し
て
財
源
を
確
保
す

る
こ
と
）
の
発
行
額
の
削
減
や
大
幅
な
人

件
費
削
減
を
す
る
べ
き
と
い
う
意
見
や
、

西
和
賀
町
ら
し
い
行
政
評
価
制
度
へ
の
要

望
、
第
三
セ
ク
タ
ー
な
ど
の
情
報
公
開
に

対
す
る
意
見
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
も
っ
と
具
体
的
な
資
料
が
な
い
と
判

断
で
き
な
い
と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。

太
田
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
場
に
は
、

８
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
、
人
口
規
模
に
見
合
っ
た
機
構
を
早

く
整
備
す
る
べ
き
と
い
う
意
見
や
、
合
併

も
大
き
な
行
革
で
あ
り
、
す
で
に
行
革
は

始
ま
っ
て
い
る
の
で
速
度
を
上
げ
て
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
意
見
、
先
進
自
治

体
に
学
ぶ
な
ど
し
て
職
員
が
や
り
が
い
と

生
き
が
い
を
持
っ
て
頑
張
れ
と
の
激
励
の

声
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

10
月
16
日
ま
で
の
期
間
で
募
集
し
て
い

た
、
行
政
改
革
大
綱
（
素
案
）
に
対
し
て

の
意
見
・
提
言
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

の
提
案
者
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

公
聴
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど

の
意
見
の
反
映
や
意
向
を
把
握
す
る
こ
と

の
重
要
性
は
、
行
政
改
革
審
議
会
で
も
強

く
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
今
後
も
町
の
重
要

な
事
項
を
決
定
す
る
際
に
は
取
り
入
れ
て

い
き
ま
す
。

公
聴
会
の
意
見
で
も
あ
っ
た
よ
う
に
、

住
民
の
み
な
さ
ん
に
受
け
入
れ
や
す
い
方

法
や
工
夫
も
今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

町
で
は
、
今
回
の
意
見
な
ど
を
踏
ま
え

て
さ
ら
に
検
討
を
加
え
、
行
政
改
革
審
議

会
で
の
審
議
を
経
て
、
12
月
に
最
終
的
な

行
政
改
革
大
綱
を
ま
と
め
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
具
体
的
な
目
標
数
値
や

財
政
計
画
な
ど
を
示
し
た
実
施
計
画
も
策

定
し
、
公
表
す
る
予
定
で
す
。

湯
夢
プ
ラ
ザ

太
田
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

１２
月
に
大
綱
・
実
施
計
画
策
定

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

提
案
者
な
し

行
政
改
革
公
聴
会

２
会
場
で
厳
し
い
意
見

10月10日10月11日

太田老人福祉センターの様子
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何に対して

財政の健全化

職員の定数管理

行　政　評　価

第三セクター

組　織　機　構

行 政 改 革 の
取　り　組　み

職員の意識改革

行　政　へ　の
住　民　参　加

発　　言　　内　　容

町税が増えなければ借金も減っていかない。借金しないためには町債を発行し
ないことが大事。無借金経営に切り替えていかなければならない。健全財政のた
めにはどこを一番減らせばいいと考えているのか見えてこない。（湯夢プラザ）

人口１万人の町でも職員100人で経営が成り立つ。７,500人の西和賀町で、職員が
200人というのは過剰ではないか。職員の数を減らすか、給料を町内の民間レベルに合
せて一律に減らすか、そうでもしないと今後つけが回ってくる。いかにリーダーシップ
をとって人件費を削減していけるかが、町長の一番の仕事だと思 う。（湯夢プラザ）

役場の職員の削減は退職によるものとし、新規採用を控えるとなると、組織と
してかえって不健全になる。（湯夢プラザ）

行政評価は誰が、どのような方法で行うのか。たとえば、第三者機関のNPOや
オンブズマンか。また、県の評価の状況を見ると、ハード事業はほぼ100％評価
しているが、ソフト事業はどうしても低い評価になっている。事業によって片寄
りのない西和賀型の評価制度にしてほしい。（湯夢プラザ）

第三セクターの経営の中身は、住民はほとんど知らない。施設管理の受託料が町から
何千万円で、何にどれくらい使われているか。そうした中身をきちんと示さないと、良
いか悪いかもわからない。指定管理者制度も検討するのであれば、きちんとした資料を
示さないと、民間で指定管理者に手を上げる人も いないと思う。（湯夢プラザ）

7,000人の人間が生きていくための行政サービスができる機構をつくること
が、行革の主たる目的でなければならない。人口の多かった時代の考え方が、そ
のまま引き継がれているとすれば、それは大きな間違いだ。合併によってさまざ
まな恩恵がある間に、自立した機構を作り上げていくことが行革の本当の使命で
あると考える。（福祉センター）

行政サービスが、今までとどう変化するのか、漠然としたものではまた堂々巡
りになるのではないか。具体的なものが出ないとわからない。住民から意見を聞
いてというのはかっこいいが、資料が示されなければ、意見はなかなか出ないと
思う。10年後はこうなるが、それについてどう思うか、と示してもらった方がわ
かりやすい。（湯夢プラザ）

職員を減らすにしても、7,000人の体制にあった多様な行政サービスをどうし
ていくのかを住民に説明しないと、適正かどうかを判断できない。生き残るため
に合併に賛成したという住民の気持ちをくんで、携わる人は速度を上げて処理し
ていかなければならない。行政改革には必ず痛みが伴う。私たちはそこまで覚悟
しているのだから、もう少しスピーディにやってほしい。（福祉センター）

先進的な自治体では、自分達の行政はどういう方向に進むべきかを内部で徹底
的に検討している。視察も多く受け、その対応をすることで職員のレベルアップ
につながっている。ほかにも良いと思われる自治体は多くあるので、そうした例
を大いに学んで、すぐに実施すべきだと思う。職員にもやりがいと生きがいを持
って、町のためにがんばってほしい。（福祉センター）

行政への住民参加は、町の情報公開が進めば進むほど増えると思う。今回の公
聴会でも住民の集まりが少ないが、内容は難しいかもしれないが行ってみたいな
と思えるような工夫があるべき。みんなで考えるような仕組みづくりを考えてほ
しい。（福祉センター）

公聴会で出された意見より
（参加者からの意見を要約して表わしています）
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採用者数
退職者数

西和賀町
0 人
2 人

湯田町
0 人
3 人

沢内村
2 人
1 人

計
2 人
6 人

区　　　分

一般行政部
特別行政部
公営企業等
合　　　計

平成17年
(a)
113人
33人
59人
205人

平成18年
(b)
118人
30人
55人
203人

増減数
(b)-(a)

5人
△ 3人
△ 4人
△ 2人

主 な
増減理由
合併による
合併による
合併による

区分
１級
２級
３級
４級
５級
６級
７級
８級

代表的な職名
主事・技師・保育士
主事・技師・保育士
主任・主任技師・主任保育士
主任・主任技師・主任保育士
主査・技術主査・上席主任保育士
課長補佐・副主幹・所長・副所長
課長・局長・事務長・主幹
課長・局長・事務長

合　　　　計

職員数
3人
13人
27人
21人
7人
23人
5人
12人
111人

構成比
2.7％
11.7％
24.4％
18.9％
6.3％
20.7％
4.5％
10.8％
100％

職　　員　　数
前年からの増減

平成12年
228人
△ 6人

平成13年
227人
△ 1人

平成14年
224人
△ 3人

平成15年
217人
△ 7人

平成16年
214人
△ 3人

平成17年
205人
△ 9人

数値目標
－
－

人口　H18.3.31現在
7,587人

普通会計歳出額
70億3,386万7,000円

実質収支
1億7,562万7,000円

人件費　(a)
12億6,654万円

人件費率（b) / (a)
18.0％

人件費率　H16年度
19.2％

職員数
(a)
147人

給　　料
5億2,086万4,000円

職員手当
6,637万8,000円

期末勤勉
1億9,994万8,000円

合計　(b)
7億8,719万円

一人当たり給与費
(b) / (a)

535万5,000円

給　与　費

区　　分

一般行政職
大学卒
高校卒

決定初任給

170,200円
138,400円

採用２年目
経過後給料額
183,800円
148,000円

経験年数
10年

242,100円
212,600円

経験年数
15年

307,700円
242,100円

経験年数
20年

373,500円
334,900円

区　　　分
一般行政職

平均給料月額
303,637円

平均年齢
39歳４月

区　　　分
報酬等月額
区　　　分
報酬等月額

町　長
663,000円
議　長
250,000円

助　役
553,000円
副議長
202,000円

教育長
534,000円
議　員
186,000円

町職員の給与などを公表します
それぞれの地方公共団体では、職員に関する給与などを公表することになっています。人事資料な

どに基づきその状況をお知らせします。

（1）職員の採用及び退職

（2）職員定数管理

（3）一般行政職の級別職員数

※(2）の職員定員管理の一般行政部の118人との差は、労務
職員１人及び嘱託職員６人によるものです。

※特別行政部は教育委員会、公営企業は病院・水道・下水道
などの職員のことです。

※平成17年は湯田町と沢内村の合計値です。

イ　定員適正化計画の年次別実績

※合併以前の数値は湯田町と沢内村の合計値です。 ※数値目標は、行政改革大綱作成中のため空欄としています。

(1)勤務時間（正規の勤務時間） （平成18年４月１日現在）
職員の勤務時間は次のとおりです。
（保育所と病院勤務者の一部を除く）
ア １週あたりの勤務時間は40時間
イ １日の勤務時間　午前８時30分～午後５時15分
・休息時間　　正午から15分間、午後３時から15分間
・休憩時間　　午後０時15分～午後１時まで

(3)育児休業の利用状況　　　　　　　　　（平成17年度）
職員は３歳に満たない子供を養育するため、３歳に達する
日まで育児休業取得ができますが育児休業中は無給となりま
す。
・平成16年度から引き続き育児休業を取得している者 1人
・平成17年度に新たに育児休業を取得した者　　　 1人

(2)一般職員の年次有給休暇の使用状況 （平成17年）
年次有給休暇は１年につき20日付与されます。一般職員
（町長部局に勤務する一般事務職員）の平均取得日数は
9.8日でした。

(4)介護休暇の取得状況　　　　　　　　　（平成17年度）
けが、病気、老齢の家族を介護するため、６カ月の範囲内
で休暇をとることができますが、勤務しなかった時間に応じ
給与が減額されます。取得した職員はいませんでした。

職員は、全体の奉仕者として、公共の利益のために勤務し、かつ、職務の遂行に当たっては全力を挙げてこれに専念しなけ
ればなりません。 ※平成17年度これに対する違反者はいませんでした。

4 給与の状況
（1）人件費

※人件費率Ｈ16年度は湯田町と沢内村の合計値から計算した数値です。

（2）職員給与費

※職員手当には退職手当は含みません。 ※給与費は平成18年度当初予算に計上された額です。

（3）職種別・学歴別初任給及び経験年数別平均給料月額

（4）平均給料月額と平均年齢 （5）特別職の報酬

（平成17年度）

（各年4月1日現在）

（平成18年4月1日現在）

（平成17年度普通会計決算）

（平成18年度普通会計予算）

（平成18年4月1日現在）

（平成18年4月1日現在）（平成18年4月1日現在）

ア　部門別職員数の状況と主な増減理由

１　任免及び職員数に関する状況

2 勤務時間その他の勤務条件の状況

3 服務の状況
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区　　分
期　　末

６月期
1.400月分

12月期
1.600月分

計
3.00月分

区　　分
勤　　勉

６月期
0.725月分

12月期
0.725月分

計
1.45月分

区　　　　分
支　　給　　総　　額
職員１人当たり支給年額

16年度
2,328万4,000円

160,000円

17年度
2,405万5,000円

16,4000円

支給対象
医師・歯科医師

支給率
10％

支給対象職員数
2人

支給実績（17年度普通会計決算）
支給職員１人当たり平均支給年額（17年度普通会計決算）
職員全体に占める手当支給職員の割合（17年度普通会計）
手当の種類（手当数）

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 左記職員に対する支給単価

普通
会計

病院
会計

197万1,000円
164,250円

8.2％
15種類

行旅死病人措置手当

保育士手当
歯科衛生士手当
死体処置手当
手術手当
麻薬管理者手当

医師特別手当

夜間看護手当

放射線取扱手当
病理細菌取扱手当
薬学研究手当
歯科衛生士手当
歯科技工士手当
理学療法士手当
作業療法士手当

保育所に勤務する保育士
歯科衛生士
看護師
医師
薬剤師
診療所に常時勤務する
医師及び歯科医師

看護師

放射線技師
臨床検査技師
薬剤師
歯科衛生士
歯科技工士
理学療法士
作業療法士

行旅死病人の収容その
他の措置
保育業務
歯科衛生業務
死体処置業務
手術作業
麻薬管理業務

診療業務

深夜において行われる
看護等の業務
放射線取扱業務
細菌等取扱業務
調剤業務
歯科衛生業務
歯科技工業務
理学療法業務
作業療法業務

１件につき700円
１時間以内の場合は500円
月額10,000円(平成19年３月31日まで)
月額 12,000円
１体につき600円の範囲内
１回1,000円の範囲内
月額 5,000円
病院長305,000円／月、その他の医
師・歯科医師155,000円／月
勤務時間数に応じ
2,000円　～　6,800円
月額 15,000円
月額 15,000円
月額 12,000円
月額 12,000円
月額 12,000円
月額 12,000円
月額 12,000円

区分
岩手中部広域行政組合
岩 手 県 町 村 会

受講者
3人
4人

主な研修内容
吏員初級研修
中堅、公営企業、税務各研修

健康診断の種類
循環器系検診
胃　　検　　診
子宮がん検診
乳　腺　検　診

受診者数
181人
99人
27人
28人

区　　分
公　務　災　害
通　勤　災　害

認定件数
－人
－人

5 手当の状況

（1）期末勤勉手当

（2）超過勤務手当

※数値は湯田町と沢内村の合計値です。

（3）初任給調整手当

（4）扶養手当、住居手当、通勤手当

（5）特殊勤務手当

※手当の種類、名称、金額等は平成18年４月１日現在です。※歯科衛生士手当は普通会計、病院会計の両方に対象者がいます。

6 分限処分および懲戒処分の状況
(1)分限処分者数
※平成17年度これに対する処分を受けた者はありません。

(2)懲戒処分者数
道路交通法違反により２人が減給処分を、監督責任により３人が
訓告処分を受けました。

(3)刑事処分者数
※平成17年度これに対する処分を受けた者はありません。

7 職員研修の状況

8 職員の健康診断

（2）公務災害の認定状況

（1）健康診断受診者数

（平成18年4月1日現在）

（平成18年4月1日現在）

（平成17年度）

（平成17年度）

（平成17年度）（平成17年度）

区　　分

扶養手当

住居手当

通勤手当

内　　　　　　　容
1 配偶者
2 配偶者以外２人まで
・ 配偶者を扶養親族にして いない場合、そのうち１人
・ 配偶者がない場合、そのうち１人
3 その他の扶養親族
※なお、16歳から22歳までの子の場合には、それぞれ5,000円が加算されます。
1 借家・アパート居住者　(家賃12,000円以上の場合、額に応じて)
2 自宅居住者　(新築・購入から５年以内)
1 交通機関等利用者
2 自家用車等利用者 （片道２ｋｍ以上）

支給職員数

74人

10人
3人
1人
123人

金額(月額)
13,000円
6,000円
6,500円
11,000円
5,000円

14,000円～27,000円
5,000円

14,430円（３ケ月）
2,000円～23,600円

（平成18年4月1日現在）（普通会計決算）
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９
月
30
日
か
ら
10
月
10
日
ま

で
の
「
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
」

は
、
正
式
競
技
37
競
技
、
公
開

競
技
３
競
技
（
高
校
野
球
、
ビ

ー
チ
バ
レ
ー
、ス
ポ
ー
ツ
芸
術
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
と
し
の

国
体
か
ら
夏
季
と
秋
季
が
一
本

化
さ
れ
、
岩
手
県
か
ら
は
、
選

手
や
監
督
を
含
む
４
８
１
人
が

派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

町
か
ら
は
、
ボ
ー
ト
競
技
に

高
橋
尚
子
さ
ん
（
法
政
大
学
３

年
・
湯
川
）、
米
澤
豪
範
さ
ん

（
立
命
館
大
学
１
年
・
太
田
）、

伊
藤
和
法
君
（
西
和
賀
高
校
３

年
・
新
町
）
の
３
人
、
そ
し
て

陸
上
競
技
に
深
澤
礼
美
さ
ん

（
西
和
賀
高
校
１
年
・
川
舟
）

と
照
井
貴
子
さ
ん
（
水
沢
高
校

教
員
・
長
瀬
野
）
が
県
代
表
と

し
て
出
場
し
ま
し
た
。

ボ
ー
ト
競
技
は
、
10

月
１
日
か
ら
４
日
ま
で

豊
岡
市
の
円
山
川
城
崎

漕
艇
場
で
、
陸
上
競
技

は
10
月
６
日
か
ら
10
日

ま
で
神
戸
市
の
神
戸
総

合
運
動
公
園
陸
上
競
技

場
（
ユ
ニ
バ
ー
記
念
競

技
場
）
で
行
わ
れ
ま
し

た
。西

和
賀
高
校
時
代
は
漕
艇
部

に
在
籍
し
、
高
校
生
活
最
後
の

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
女
子
シ
ン
グ

ル
ス
カ
ル
で
４
位
と
い
う
結
果

を
残
し
、
平
成
16
年
３
月
の
卒

業
後
に
法
政
大
学
に
進
学
し
た

高
橋
尚
子
さ
ん
（
湯
川
）。

高
橋
さ
ん
は
、
大
学
進
学
後

も
ボ
ー
ト
部
に
入
部
し
全
日
本

新
人
戦
大
会
や
全
日
本
軽
量
級

で
優
勝
す
る
な
ど
、
そ
の
実
力

は
高
校
時
代
か
ら
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

国
体
で
の
決
勝
戦
で
は
「
本

当
に
き
つ
い
レ
ー
ス
で
し
た
。

予
選
、
準
決
勝
と
も
写
真
に
よ

る
着
順
判
定
と
わ
ず
か
な
差
で

決
勝
に
進
出
し
た
の
で
」
と
レ

ー
ス
を
振
り
返
り
ま
す
。

高
橋
さ
ん
は
、
決
勝
で
「
５

０
０
ｍ
ま
で
相
手
の
背
中
を
見

な
が
ら
漕
ぎ
そ
の
ま
ま
逃
げ
切

る
」
作
戦
。
ス
タ
ー
ト
で
ト
ッ

プ
を
と
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し

た
。
し
か
し
、
気
持
ち
と
は
裏

腹
に
ス
タ
ー
ト
を
失
敗
し
、
こ

の
時
点
で
最
下
位
に
な
り
ま
し

た
。
気
持
ち
を
切
り
替
え
漕
ぐ

こ
と
に
集
中
し
ま
し
た
。
苦
し

い
レ
ー
ス
展
開
で
し
た
が
５
〜

６
０
０
ｍ
付
近
で
徐
々
に
ほ
か

の
選
手
が
視
界
に
入
り
ま
す
。

こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
、
あ
と
３

０
０
ｍ
を
残
す
７
０
０
ｍ
付
近

【ボート競技】
◆成年女子シングルスカル

準優勝・高橋尚子さん
◆成年男子シングルスカル

８位・米澤豪範さん
◆少年男子シングルスカル

準決勝進出・伊藤和法君
【陸上競技】

◆成年女子１万ｍ（10ｋｍ）競歩
11位・照井貴子さん

◆少年女子３０００ｍ競歩
13位・深澤礼美さん

スポーツの
秋

の
じ
ぎ
く
国
体
に

５
人
が
参
加

高
橋
尚
子
さ
ん
「
予
想
以
上
の
結
果
で
し
た
」

ボ
ー
ト
競
技
で
準
優
勝

昨
年
の
３
月
に
西
和
賀
高
校

を
退
職
し
た
深
澤
武
志
さ
ん

（
太
田
）
が
、
高
校
陸
上
競
技

に
対
す
る
指
導
者
と
し
て
の
長

年
に
わ
た
る
功
績
が
認
め
ら

れ
、
こ
の
度
「
平
沼
亮
三
章
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。
授
賞
式
は

10
月
８
日
「
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国

体
」の
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

故
・
平
沼
亮
三
氏
は
（
財
）

日
本
陸
上
競
技
連
盟
の
初
代
会

長
を
務
め
、
１
９
４
５
年
に
は

大
日
本
体
育
協
会
長
に
就
任

し
、
国
民
体
育
大
会
の
創
始
者

と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

（
財
）
日
本
陸
上
競
技
連
盟

で
は
、
平
沼
氏
の
功
績
を
た
た

え
「
平
沼
亮
三
章
」
を
も
う
け

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
高
校
生
競

技
者
や
18
歳
未
満
の
勤
労
競
技

者
の
指
導
者
と
し
て
顕
著
な
功

績
が
あ
り
、
か
つ
各
都
道
府
県

陸
協
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
方
に

対
し
毎
年
授
与
さ
れ
ま
す
。

深
澤
さ
ん
は
、
教
員
採

用
後
の
昭
和
49
年
か
ら
退

職
時
ま
で
高
校
生
の
陸
上

競
技
に
携
わ
り
、
西
和
賀

高
校
在
籍
時
に
は
今
回
の

国
体
選
手
で
あ
る
照
井
貴

子
さ
ん
を
育
て
る
な
ど
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
や
国
体
に
通
用

す
る
選
手
を
育
成
し
て
き
ま
し

た
。
今
回
の
受
賞
は
、
陸
上
一

筋
に
か
け
て
き
た
情
熱
と
選
手

育
成
の
指
導
力
や
手
腕
が
、
高

く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

深
澤
さ
ん
は
「
わ
た
し
が
、

も
ら
っ
て
い
い
の
か
な
と
、
最

初
は
面
く
ら
い
ま
し
た
。
能
力

が
あ
っ
て
も
伸
ば
し
き
れ
な
か

っ
た
生
徒
、
強
く
な
く
て
も
陸

上
競
技
を
頑
張
っ
て
３
年
間
続

け
た
生
徒
、
い
ろ
い
ろ
な
生
徒

と
出
会
っ
て
き
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。
受
賞
は
陸
上
競
技

関
係
者
や
教
え
子
た
ち
の
お
か

げ
で
す
。
今
後
も
、
微
力
な
が

ら
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や
健

康
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
続
け

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

深
澤
武
志
さ
ん
町
内
で
初

平
沼
亮
三
章
を
受
賞

大 会 結 果

と
し
の
り

し
ょ
う
こ

し
ょ
う
こ
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で
ス
パ
ー
ト
し
、
後
半
は
無
我

夢
中
で
漕
ぎ
ま
し
た
。

「
ゴ
ー
ル
後
は
、
体
力
を
使
い

切
り
体
が
動
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

自
分
が
何
位
か
ど
う
か
も
わ
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
２
位
と
わ

か
っ
た
時
は
本
当
に
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
予
想
以
上
に
良
い

結
果
だ
っ
た
の
で
今
回
の
レ
ー

ス
は
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
」

大
学
で
の
練
習
は
、
朝
も
早

く
、
授
業
の
後
に
ま
た
練
習
が

続
く
た
め
、
つ
ら
い
と
思
う
こ

と
も
あ
る
そ
う
で
す
。「
で
も
、

ボ
ー
ト
競
技
は
楽
し
い
で
す

よ
。
練
習
は
つ
ら
く
て
当
た
り

前
の
こ
と
で
す
。
逆
に
わ
た
し

は
負
け
て
ば
っ
か
り
な
の
で
、

も
っ
と
努
力
し
な
い
と
ダ
メ
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
練
習
次
第

で
、
レ
ー
ス
結
果
は
決
ま
り
ま

す
。わ
た
し
を
含
め
て
で
す
が
、

西
高
の
後
輩
に
も
、
練
習
を
一

回
一
回
し
っ
か
り
と
目
標
を
定

め
て
考
え
な
が
ら
取
り
組
み
、

練
習
の
成
果
を
信
じ
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。
レ
ー
ス
だ
け
頑
張

っ
て
も
勝
て
ま
せ
ん
」
と
漫
然

と
練
習
す
る
の
で
は
な
く
、
目

的
を
も
っ
て
練
習
に
取
り
組
む

姿
勢
の
重
要
性
を
話
し
ま
す
。

高
橋
さ
ん
は
、
練
習
の
大
切

さ
を
自
分
に
言
い
聞
か
せ
な
が

ら
、
続
け
て
ま
わ
り
の
み
ん
な

が
応
援
し
て
く
れ
る
こ
と
に
感

謝
し
つ
つ
、
そ
の
期
待
に
応
え

る
た
め
に
日
々
練
習
し
て
い
る

と
言
い
ま
す
。

今
回
の
国
体
で

は
「
ス
タ
ー
ト
時

の
瞬
発
力
の
力
不

足
を
思
い
知
り
ま

し
た
。
今
後
は
、

瞬
発
力
を
つ
け
る

た
め
に
、
体
を
も

っ
と
鍛
え
て
、
動

き
に
き
れ
を
出
す

こ
と
が
課
題
で
す
。

大
学
生
活
最
後
と

な
る
来
年
は
、
全

日
本
大
学
選
手
権

大
会
（
イ
ン
カ
レ
）

の
ク
ォ
ド
ル
プ
ル

で
優
勝
す
る
こ
と

が
大
き
な
目
標
で

す
。
ま
た
、
全
日
本
代
表
選
手

に
選
ば
れ
る
よ
う
に
、
選
考
会

に
も
参
加
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
、
国
体

が
終
了
す
る
や
い
な
や
、
来
シ

ー
ズ
ン
に
向
け
て
自
分
の
課
題

を
し
っ
か
り
見
据
え
て
ま
す
。

ボ
ー
ト
競
技
を
と
お
し
て
、

全
国
に
た
く
さ
ん
の
友
人
が
で

き
、
人
と
の
つ
な
が
り
の
中
で

自
分
自
身
の
考
え
方
も
変
化
し
、

人
間
的
に
も
成
長
し
た
と
言
う

高
橋
さ
ん
。
今
後
の
活
躍
に
も

期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

10
月
９
日
西
和
賀
町
陸
上
競

技
協
会
（
高
橋
謙
治
会
長
・
新

町
）
に
よ
る
「
第
41
回
高
橋
北

民
記
念
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会

は
、
湯
田
村
陸
上
競
技
会
協
会

長
や
同
体
育
協
会
長
を
努
め
た

故
・
高
橋
北
民
氏
を
た
た
え
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
と
し
は
錦
秋
湖
グ
ラ
ウ
ン

ド（
当
初
は
国
道
１
０
７
号
で
、

そ
の
後
交
通
量
の
増
加
に
伴
い

上
野
々
公
民
館
を
発
着
に
）
を

発
着
に
し
、
松
倉
橋
を
折
り
返

す
コ
ー
ス
に
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
他
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
と
も
重
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

例
年
の
お
よ
そ
半
分
の
児
童
な

ど
35
人
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ

完
走
し
ま
し
た
。

９
月
30
日
沢
内
多
目
的
広
場

で
第
１
回
西
和
賀
町
学
童
軟
式

野
球
交
流
大
会
が
行
わ
れ
、
町

内
か
ら
５
チ
ー
ム
が
参
加
し
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
競
技
力
の
向

上
と
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
同
士
の

親
善
交
流
を
目
的
に
、
西
和
賀

町
野
球
協
会
（
菊
池
隆
志
会
長
・

越
中
畑
）
が
行
っ
た
も
の
で
す
。

第
１
回
大
会
を
制
し
た
の
は

湯
本
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で

す
。
主
将
の
小
田
島
侑
馬
君

（
湯
本
小
６
年
）
は
「
優
勝
で

き
て
う
れ
し
い
。
で
も
、
決
勝

戦
で
は
自
分
た
ち
の
ミ
ス
で
相

手
に
得
点
さ
れ
た
の
で
、
そ
の

ミ
ス
を
無
く
す
よ
う
に
練
習
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

スポーツの
秋

決勝でゴールしホッとする高橋さん　写真：岩手日報社提供

３５
人
が
力
走

優
勝
し
た
湯
本
ス
ポ
少

湯本スポ少が制覇軟式野球大会

ほ
く
み
ん

あやめ橋を通過する選手

高
北
ロ
ー
ド



９
月
14
日
と
15
日
盛
岡
市
の

県
営
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で

第
57
回
岩
手
県
高
校
新
人
戦
大

会
の
陸
上
競
技
が
行
わ
れ
ま
し

た
。そ

の
結
果
、
貝
沢
出
身
で
盛

岡
工
業
高
校
に
進
学
し
た
大
堰

裕
介
君
が
名
指
導
者
の
宍
戸
豊

治
監
督
（
盛
岡
市
）
と
の
出
会

い
に
よ
り
才
能
を
開
花
さ
せ
、

２
種
目
で
優
勝
す
る
な
ど
大
活

躍
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
の
競

技
で
も
、
町
出
身
選
手
の
活
躍

が
目
立
ち
ま
し
た
。

大
会
結
果
（
入
賞
者
）

◆
男
子
円
盤
投
げ

１
位
・
大
堰
裕
介
（
盛
工
２

年
・
貝
沢
）
48
ｍ
98
cm

◆
男
子
や
り
投
げ

１
位
・
大
堰
裕
介
・
50
ｍ
22
cm

◆
男
子
砲
丸
投
げ

２
位
・
大
堰
裕
介
・
13
ｍ
13
cm

◆
男
子
４
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル

７
位
・
高
橋
輝
（
西
高
２
年

・
長
瀬
野
）
58
秒
21

◆
女
子
８
０
０
ｍ

４
位
・
刈
田
麻
美
（
花
巻
東

高
２
年
・
川
舟
）２
分
23
秒
16
、

６
位
・
照
井
愛
（
専
大
北
上
高

１
年
・
中
村
）
２
分
26
秒
40

◆
女
子
４
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル

６
位
・
菅
野
あ
ゆ
み
（
西
高

２
年
・
和
賀
東
）
71
秒
32

◆
女
子
３
０
０
０
ｍ
競
歩

４
位
・
深
澤
礼
美
（
西
高
１

年
・
川
舟
）
17
分
13
秒
70

スポーツの
秋

県
高
校
新
人
戦

平成18年10月25日号　広報にしわが…No12◯１０

優勝を喜ぶ大堰君
写真：盛岡工業高提供

こ
と
し
で
25
回
目
と
な
る
新

町
マ
ラ
ソ
ン
記
録
会
は
９
月
23

日
、
沢
内
一
小
の
新
町
マ
ラ
ソ

ン
記
録
会
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、

秋
晴
れ
の
も
と
１
１
８
人
が
完

走
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
児
童
生
徒
の

健
全
育
成
と
体
力
の
向
上
を
目

的
に
、
沢
内
地
区
に
在
住
す
る

児
童
生
徒
な
ど
が
参
加
対
象
で

１
・
２
年
は
１
km
、
３
・
４
年

が
２
km
、
５
・
６
年
が
３
km
、

中
学
生
は
３
km
を
走
り
ま
す
。

競
技
で
は
、
田
中
ゆ
か
り
さ

ん
（
沢
内
一
小
・
新
町
）
が
５

年
女
子
の
部
で
、
従
来
記
録
を

３
秒
上
回
る
12
分
29
秒
56
の
大

会
新
記
録
で
優
勝
し
ま
し
た
。

９
月
24
日
北
上
市
総
合
体
育

館
で
、
第
47
回
北
上
警
察
署
管

内
民
警
柔
道
剣
道
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
柔
道

競
技
は
団
体
５
部
門
、
個
人
６

部
門
で
行
わ
れ
、
鍛
錬
し
た
技

と
力
を
競
い
あ
い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
柔
道
・
剣
道

を
通
し
て
青
少
年
の
健
全
育
成

や
交
通
安
全
・
防
犯
意
識
へ
の

向
上
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

町
内
か
ら
は
、
一
般
の
部
に

西
和
賀
町
柔
道
協
会
の
会
員
、

そ
し
て
ス
ポ
少
の
部
に
沢
内
柔

道
少
年
団
が
参
加
し
ま
し
た
。

一
般
個
人
戦
は
、
準
決
勝
で

兄
弟
対
決
と
な
り
競
り
勝
っ
た

柿
澤
伸
吾
さ
ん
（
新
町
・
兄
）

が
２
位
に
、
柿
澤
元
気
さ
ん

（
弟
）
が
３
位
に
、
団
体
戦
は

３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

高
校
生
男
子
個
人
戦
で
は
、

高
橋
慧
丞
君
（
盛
岡
中
央
高

校
・
大
野
）
が
優
勝
し
、
ま
た

ス
ポ
少
の
部
は
団
体
戦
で
３
位

に
入
賞
し
ま
し
た
。

新
町
マ
ラ
ソ
ン
記
録
会

田
中
さ
ん
新
記
録

民
警
柔
道
剣
道
大
会

高
橋
君
優
勝

完走を目指す選手たち

９
月
23
日
の
秋

分
の
日
に
は
、
毎

年
湯
本
小
学
校
学

区
民
運
動
会
が
湯

本
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
行
わ
れ
れ

て
い
ま
す
。

こ
と
し
は
64
回

を
迎
え
台
風
な
ど

で
中
止
に
な
っ
た

年
も
あ
り
ま
す
が
、

大
会
は
戦
前
か
ら
続
い
て
い
ま

す
。
湯
本
小
学
校
を
学
区
と
す

る
行
政
区
長
が
中
心
に
な
り
行

っ
て
お
り
、
こ
と
し
の
参
加
者

は
４
０
０
人
あ
ま
り
で
し
た
。

山
崎
行
夫
大
会
会
長
（
湯
本

行
政
区
長
）
が
「
親
睦
と
交
流

を
深
め
楽
し
い
一
日
に
し
て
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
澄
み

切
っ
た
秋
晴
れ
の
も
と
地
区
対

抗
に
よ
る
24
競
技
が
行
わ
れ
、

最
後
に
は
仮
装
を
し
な
が
ら
の

盆
踊
り
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

地
区
住
民
ら
は
、
こ
の
日
に

備
え
夜
遅
く
ま
で
仮
装
の
準
備

を
し
た
り
と
忙
し
い
毎
日
で
し

た
が
、
無
事
に
競
技
を
終
え
た

こ
と
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

湯本学区民運動会

大
堰
君
２
冠

地区のために頑張るぞ！！
撮影：高橋成治編集委員

え
い
す
け

秋晴れのもと
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９
月
21
日
湯
本
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
、
町
内
７
校
の
小
学

校
３
年
生
以
上
に
よ
る
第
61
回

西
和
賀
小
学
校
陸
上
競
技
記
録

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
越
中
畑
小
学

校
６
年
の
成
瀬
汐
音
さ
ん
（
中

村
）
が
「
最
後
ま
で
が
ん
ば
り

ま
す
」
と
声
高
ら
か
に
選
手
宣

誓
し
ま
し
た
。

競
技
は
、
男
女
と
も
ト
ラ
ッ

ク
競
技
と
フ
ィ
ー
ル
ド
競
技
を

含
め
て
24
競
技
が
行
わ
れ
、
選

手
ら
は
こ
の
日
の
た
め
に
練
習

し
て
き
た
成
果
を
示
し
、
最
後

ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
競
技
し
ま

し
た
。

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
で

は
、
沢
内
一
小
６
年
の
佐
藤
麻

美
さ
ん
（
新
町
）
が
、
従
来
の

記
録
を
32
㎝
上
回
る
49
ｍ
４
㎝

を
投
げ
、
大
会
記
録
を
更
新
し

優
勝
し
ま
し
た
。

スポーツの
秋

走
っ
て跳

ん
で投

げ
た

西西
和和
賀賀
陸陸
上上
記記
録録
会会

９
月
24
日
錦
秋
湖
で
、
西
和

賀
高
校
漕
艇
部
、
西
和
賀
高
校

漕
艇
Ｏ
Ｂ
会
な
ど
に
よ
る
競
技

用
ボ
ー
ト
の
試
乗
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
参
加
者
は
全
体
で
40

人
あ
ま
り
で
し
た
。

西
和
賀
町
ボ
ー
ト
協
会
の
高

橋
務
会
長
（
川
尻
）
は
「
ボ
ー

ト
競
技
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
こ
と
か
ら
行
っ

た
。
ボ
ー
ト
競
技
を
通
し
て
西

和
賀
高
校
存
続
の
一
助
と
湖
面

活
用
と
い
う
観
点
か
ら
も
み
ん

西
和
賀
高
校
存
続
の
一
助
に

ボ
ー
ト
で
楽
し
む

な
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
ら
は
、
陸
上
で
こ
ぎ

方
を
教
わ
り
、
い
ざ
湖
上
へ
。

舵
手
付
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
に
乗

船
し
、
こ
わ
ご
わ
と
こ
ぎ
出
し

ま
し
た
。

参
加
者
の
佐
藤
藍
さ
ん
（
湯

田
中
２
年
・
下
前
）、
南
川
恵

美
さ
ん
（
湯
田
中
３
年
・
湯

田
）、
高
橋
彩
子
さ
ん
（
湯
田

中
３
年
・
湯
之
沢
）
の
３
人
組

は
「
息
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
難

し
か
っ
た
け
ど
、
徐
々
に
合
わ

せ
る
こ
と
が
で
き
て
楽
し
か
っ

た
で
す
。
高
校
で
も
や
っ
て
み

た
い
で
す
」
な
ど
と
感
想
を
話

し
て
い
ま
し
た
。

3人組はとてもきもち良さそう

男子1000mでゴールを目指す選手

９
月
16
日

か
ら
18
日
に

か
け
て
第
27

回
全
日
本
マ

ス
タ
ー
ズ
陸

上
競
技
選
手

権
大
会
が
宮

城
県
利
府
町

の
宮
城
県
総

合
運
動
公
園

宮
城
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
、

町
内
か
ら
多
く
の
選
手
が
決
勝

に
進
出
し
頑
張
り
ま
し
た
。

大
会
結
果
（
入
賞
者
）

◆
男
子
Ｍ
４０
・
１
５
０
０
ｍ

３
位
・
山
崎
浩
行
（
湯
本
）

５
分
23
秒
70

◆
男
子
Ｍ
４０
・
５
０
０
０
ｍ

４
位
・
山
崎
浩
行
・
19
分
30

秒
70

◆
男
子
Ｍ
５５
・
８
０
０
ｍ

６
位
・
山
本
幸
男
（
川
尻
）

２
分
33
秒
58

◆
男
子
Ｍ
５５
・
１
５
０
０
ｍ

８
位
・
山
本
幸
男
・
５
分
32

秒
09

◆
男
子
Ｍ
５５
・
５
０
０
０
ｍ
競
歩

４
位
・
深
澤
武
志
（
太
田
）

32
分
10
秒
92

◆
女
子
Ｗ
４５
・
８０
ｍ
ハ
ー
ド
ル

２
位
・
土
井
政
江（
長
瀬
野
）

18
秒
05

◆
女
子
Ｗ
４５
・
走
幅
跳

３
位
・
土
井
政
江
・
３
ｍ
37

※
競
技
の
「
男
子
Ｍ
40
」
な
ど

で
、
Ｍ
は
男
子
を
、
Ｗ
は
女
子

を
表
し
、
そ
れ
に
続
く
数
字
は

年
代
を
示
し
て
い
ま
す
。

80mハードルで2位の土井さん
撮影：深澤武志さん（太田）

し
お
ね

土井政江さん2位
全日本マスターズ陸上
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恒
例
と
な
っ
た
湯
川
温
泉
き

の
こ
ま
つ
り
は
10
月
７
日
と
８

日
に
湯
川
体
育
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

雨
の
た
め
２
日
間
の
来
場
者

数
は
例
年
を
大
き
く
し
た
ま
わ

る
４
０
８
０
人
で
し
た
。
初
日

の
来
場
者
は
１
１
０
０
人
と
過

去
最
低
と
な
り
ま
し
た
。
10
月

８
日
午
前
10
時
時
点
の
盛
岡
地

方
気
象
台
の
発
表
で
は
、
発
達

し
た
低
気
圧
の
た
め
盛
岡
地
域

や
花
北
地
域
で
強
風
注
意
報
が

だ
さ
れ
る
な
ど
、
県
内
は
大
荒

れ
に
な
り
ま
し
た
。

き
の
こ
ま
つ
り
実
行
委
員
長

の
高
鷹
政
明
さ
ん
（
湯
川
温
泉

観
光
協
会
長
）
は
「
こ
と
し
の

き
の
こ
は
、
例
年
と
比
べ
て
出

が
遅
く
、
き
の
こ
を
確
保
す
る

の
に
大
変
だ
っ
た
。
一
日
目
は

嵐
で
今
ま
で
で
最
低
の
来
場
者

数
に
な
っ
た
が
、
こ
の
嵐
で
は

し
か
た
が
な
い
な
」
と
一
日
目

を
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

来
場
し
た
お
客
さ
ん
は
、
県

内
に
限
ら
ず
秋
田
ナ
ン
バ
ー
の

車
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
来
場
者
は
「
い
つ
も
楽
し

み
に
し
て
い
る
。
値
段
が
安
い

し
、
種
類
も
豊
富
だ
」「
マ
イ

タ
ケ
の
良
い
の
が
出
て
た
。
お

買
い
得
だ
っ
た
」「
ナ
メ
コ
す

く
い
も
、
十
分
に
元
を
と
っ
た

よ
」
と
喜
ん
で
い
る
様
子
で
し

た
。会

場
で
は
、
き
の
こ
の
即
売

会
や
き
の
こ
が
メ
イ
ン
の
レ
ス

ト
ラ
ン
な
ど
も
出
店
し
た
ほ
か
、

金
魚
な
ら
ぬ
ナ
メ
コ
す
く
い
な

ど
の
ゲ
ー
ム
、
ス
テ
ー
ジ
で
は

坂
本
神
楽
団
や
湯
田
や
よ
い
会

の
唄
と
踊
り
で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
き
の
こ
ま

つ
り
の
メ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
、
き
の

こ
に
精
通
し
た
人
を

選
ぶ
「
ミ
ス
タ
ー
き
の
こ
コ
ン

テ
ス
ト
」
は
、
８
日
に
行
わ
れ

町
内
外
か
ら
数
十
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
ナ
メ
コ

飛
ば
し
、
ナ
メ
コ
早
食
い
、
丸

太
の
早
切
り
な
ど
の
ゲ
ー
ム
で

勝
ち
抜
き
戦
が
行
わ
れ
コ
ン
テ

ス
ト
を
よ
り
面
白
く
し
ま
す
。

決
勝
戦
は
勝
ち
残
っ
た
２
人

が
、
き
の
こ
の
形
の
り
っ
ぱ
な

釣
り
竿
で
、
小
さ
い
き
の
こ
こ

け
し
を
釣
り
上
げ
て
台
の
上
に

並
べ
る
と
い
う
も
の
。
そ
の
格

好
が
こ
っ
け
い
で
、
会
場
か
ら

は
大
き
な
笑
い
声
と
声
援
が
飛

び
交
い
ま
し
た
。

岩手県は平成17・18・19年度の3年間で、
食に関する関心や理解を深め、望ましい食習慣
を推進するため、県内459校の小学校5年・6
年生を対象に「食育」事業を行っています。
北上教育事務所では、9月24日この事業の一

環として「食の安全安心親子探検隊」による現
地での見学会や従事する方から話を伺うなどし
て食に対する理解を深めました。
当日は町内小学校7校と煤孫小学校、和賀西

小学校から児童と保護者がそれぞれ2組づつ、
そして学校栄養職員などおよそ50人あまりが
参加しました
午前中は、毎日の学校給食で飲んでいる湯田

牛乳の製造工場で、製造過程や施設内を見学し
ました。牛乳がベルトコンベアで次々に生産さ

れる様子をみて「すごい」などびっくりした様
子でした。午後からは、貝沢で酪農をしている
中野清一さんから、おいしい牛乳を作るために
工夫していることや苦労話などを聞きました。
川尻小学校から参加した5年の高橋沙恵さん

と高橋良子さん親子は「牛乳がどのような工程
で作られているのか。安全で安心して飲むため
の対策などを知ることができました」と参加し
た感想を話していました。

現地で親子探検隊

食の安心安全

食
欲
の

熱
心
に
メ
モ
を
取
る
参
加
者

（
牛
乳
公
社
で
）

目当てのきのこを買い求める来場者

ミスターきのこの決勝で優勝した
佐々木斉さん（奥州市・左）
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10
月
３
日
沢
内
第
一
小
学
校

（
浅
沼
誠
校
長
・
児
童
数
81
人
）

で
、
春
に
田
植
え
を
し
た
学
校

の
裏
側
に
あ
る
田
ん
ぼ
で
５
年

生
13
人
が
昔
な
が
ら
の
方
法
で

稲
刈
り
を
し
ま
し
た
。
自
分
た

ち
が
田
植
え
を
し
た
稲
が
成
長

し
た
こ
と
に
思
い
も
ひ
と
し
お
。

田
ん
ぼ
に
は「
ひ
め
の
も
ち
」

が
植
え
ら
れ
、
お
よ
そ
20
俵

（
30
㎏
入
り
）
相
当
の
も
ち
米

が
収
穫
さ
れ
た
と
あ
っ
て
、
児

童
ら
は
豊
作
を
喜
ん
で
い
ま
し

た
。収

穫
さ
れ
た
も
ち
米
は
、
11

月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
沢
内
一

小
の
「
感
謝
の
会
」
で
、
児
童

や
地
区
の
み
な
さ
ん
に
振
る
舞

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

猿橋小学校で食育まつり

9月30日猿橋小学校を会場に、沢内地域食育連
携推進協議会など関係団体が中心になり「食育ま
つり」を行い、およそ200人が来場しました。
同協議会長の皆川豊子猿橋小学校長は「今の食

生活で問題になっているのは、食べ物が危ない、
そして食べ方が危ないこと。たとえば、何でも食
べられる一方で食材の安全性が保障されている
か、そして不規則な食生活や家族で食事を取るこ
とが少なくなってきているのではないか。心や体
によい食生活とは、地域でとれた食材を手作りで
調理し、家族みんなで食べることです」とあいさ
つしました。
そして沢内学校給食共同調理場から給食の人気

メニュー「肉じゃが」、西和賀農業協同組合女性
部からは郷土料理の「凍大根の煮付け」などの調

理方法などが発表されたほか、会場では試食も準
備されました。
その後に、町内の251家族

から372点の応募があった
「家族で作る食育標語コンクー
ル」表彰式が行われ、最高賞

の食育連
携推進協
議会長賞
には、貝
沢小学校
６年の久
保香菜子
さん「食

卓で顔をあわせ手をあわせ心
をあわせていただきます」の
標語が選ばれました。続けて
教育委員会教育長賞２作品の
ほか、優秀賞など８作品の表彰がありました。
その後は、花巻市を活動の拠点にしている劇団

ぜんとようようクラブによる「食と農から幸せワ
クワク物語」と題したミュージカルが上演されま
した。このミュージカルには、地元から十数人の
役者が出演したとあって、食育を身近に感じる良
い上演となりました。

秋

食べ物そして食生活を見直そう

最近、話題となっていることばに「食育」があります。食育基本法（平成17年６月17日法律
第63号）では、食育は「生きる上での基本であって、知育、徳育及び体育の基礎となるべきもの」
であり、「食に関する知識と、食を選択する力を習得し、健全な食生活を送ることが求められて
いる」としています。このことは、就業形態や生活様式が変化する一方で、食生活が軽視され、
地域の特徴的な料理などが失われる危機に直面している現れといえます。
もういちど、食べ物や食生活を見直してみませんか？

「わぁこれ、おいしそう」と試食会は大人気

昔
な
が
ら
の
方
法
で

沢
内
一
小
で
稲
刈
り

「稲を束ねるのは難しいです」
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沢
内
甚
句
は
、
東
北
を
代
表
す
る
民
謡

の
一
つ
で
す
。
年
貢
米
の
代
わ
り
に
進
ん

で
藩
に
身
を
差
し
だ
し
た
庄
屋
の
娘
「
お

よ
ね
」
を
し
の
ぶ
哀
愁
と
、
人
々
の
豊
作

の
喜
び
が
複
雑
に
交
差
し
て
い
る
唄
で
す
。

後
年
に
な
っ
て
「
お
よ
ね
」
の
献
身
を

た
た
え
「
お
よ
ね
地
蔵
尊
」
が
川
舟
の
旧

家
吉
左
エ
門
（
現
在
の
吉
田
孝
男
さ
ん
）

に
建
立
さ
れ
ま
し
た
が
、
昭
和
38
年
９
月

23
日
に
太
田
の
浄
円
寺
の
境
内
に
遷
宮
さ

れ
現
在
に
い
た
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ

の
日
を
命
日
と
し
て
、
沢
内
甚
句
の
普
及

向
上
と
民
謡
愛
好
者
の
親
ぼ
く
を
図
る
こ

と
な
ど
を
目
的
と
し
て
毎
年
９
月
23
日
に

全
国
大
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

９
月
23
日
沢
内
バ
ー
デ
ン
で
、
第
24
回

沢
内
甚
句
全
国
大
会
が
行
わ
れ
、
県
内
外

か
ら
唄
と
踊
り
部
門
に
１
０
０
人
と
４
団

体
が
出
場
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
町
長
は
「
県
内
外
か
ら
多
く

の
方
々
が
出
場
し
て
く
れ
る
こ
と
を
う
れ

し
く
思
う
。
ど
う
か
、
存
分
に
唄
い
、
踊

っ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

唄
の
部
に
は
、
少
年
少
女
の
部
（
５
才

か
ら
中
学
３
年
生
）、
お
よ
ね
杯
の
部

（
高
校
生
か
ら
69
才
）、
寿
年
部
（
70
才
以

上
）
の
３
部
門
が
あ
り
、
最
高
賞
と
な
る

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
お
よ
ね
杯

の
部
に
出
場
し
た
民
謡
教
室
講
師
の
小
野

寺
康
子
さ
ん
（
神
奈
川
県
）
が
栄
冠
に
輝

き
ま
し
た
。

小
野
寺
さ
ん
は
「
こ
ん
な
す
ば
ら
し
い

賞
を
も
ら
っ
て
う
れ
し
い
」
と
喜
び
を
話

し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
踊
り
の
部
門
で
は
優
秀
賞
に
湯

田
や
よ
い
子
供
会
（
酒
本
涼
子
代
表
・
川

尻
）、
奨
励
賞
に
沢
内
趣
味
の
会
（
米
澤

ミ
ツ
エ
代
表
・
太
田
）
が
そ
れ
ぞ
れ
入
選

し
ま
し
た
。

な
お
、
午
後
か
ら
始
ま
っ
た
決
勝
の
様

子
は
、
Ｉ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
の
「
民
謡
ま
わ
り

舞
台
」
と
し
て
公
開
録
音
放
送
さ
れ
ま
し

た
。

９月24日銀河ホールで西和賀高校吹
奏楽部による第２回定期演奏会が行わ
れました。吹奏楽部は、新入部員８人
を迎え29人で活動しています。

演奏は２部構成で、１部ではことしの北上地
区大会で金賞を受賞した「15のハンガリー農民
の歌」などが演奏されました。
休憩後の２部では、みんさんもよく知ってい

る北国の春などを含む演歌メドレーやソーラン
節などが演奏され、生徒らは時にソロで演奏す
るなどきれいな音色を奏でていました。
会場には200人あまりがつめかけ、演奏が終

わるごとに拍手がわき起こりました。

「
一
音
入
魂
」
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
で

心
を
一
つ
に
す
る
部
員

沢
内
三
千
石
　

お
米
の
出
ど
こ

桝
で
計
ら
ね
で
　

コ
リ
ャ
簑
で
計
る

10月14日湯本小学校（小原千栄子校
長・児童59人）で、町内小中学校に先
駆けて学習発表会を行いました。
各学年から踊りや演劇が発表された

ほか、全児童による群読などが披露されました。
児童らは、この日にそなえ練習を重ねてきまし

た。湯本小学校では、音読などに力をいれており、
多くの人の前で発表することも学習の一つです。
児童らは来場した祖父母らの前で、俳優顔負け

の演技と、はきはきとしたせりふで、時には笑い
を、時には涙を誘いました。来場者らは「すばら
しい演技や演奏だった。たいしたもんだ」などと
口々にしていました。
なお、21日は川尻小・越中畑小・沢内一小・川

舟小で、22日は貝
沢小学校と西和賀
高校でそれぞれ行
われました。また、
28日は沢内中、29
日は湯田中と猿橋
小でそれぞれ行わ
れます。

芸術の

秋

毎年会場を盛り上げる久保完次郎さん（貝沢）

5・6年による劇「夏休み」

西高吹奏楽部定演
29人が奏でる音色

演劇や踊りを披露
湯本小学校学習発表会

沢
内
甚
句
全
国
大
会

沢
内
甚
句
全
国
大
会
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い
じ
め
は
や
め
よ
う

ク
リ
ア
ホ
ル
ダ
ー
贈
呈

子
供
た
ち
の
健
全
育
成
に
役
立
て
て

ほ
し
い
と
、
西
和
賀
町
社
会
福
祉
協
議

会
や
北
上
地
区
更
生
保
護
女
性
の
会
な

ど
５
団
体
が
、
町
内
の
小
学
４
年
生
全

員
に
ク
リ
ア
ホ
ル
ダ
ー
を
贈
り
ま
し

た
。９

月
26
日
北
上
地
区
更
生
保
護
女
性

の
会
の
吉
田
燦
子
会
長
ら
が
沢
内
庁
舎

を
訪
れ
、
高
橋
教
育
長
に
人
数
分
の
ク

リ
ア
ホ
ル
ダ
ー
を
手
渡
し
ま
し
た
。

ホ
ル
ダ
ー
に
は
鬼
剣
舞
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
マ
ス
コ
ッ
ト
「
お
に
丸
く
ん
」

の
ほ
か
、「
イ
ジ
メ
は
や
め
よ
う
」「
命

は
た
っ
た
一
つ
」
な
ど
子
供
た
ち
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

吉
田
会
長
は
「
子
育
て
を
支
援
し
、

将
来
誰
も
罪
を
犯
さ
な
い
よ
う
な
社
会

づ
く
り
の
た
め
に
活
用
し
て
ほ
し
い
」

と
抱
負
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

西
和
賀
消
防
署
員
の
立
ち
会
い
に
よ

る
避
難
訓
練
が
、
町
内
保
育
所
（
園
）

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
西
和
賀
消
防

署
職
員
も
加
わ
っ
て
の
避
難
訓
練
は
、

年
一
回
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

９
月
26
日
に
は
川
尻
保
育
園
（
神
成

礼
子
園
長
・
園
児
38
人
）
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

ま
ず
は
、
西
和
賀
消
防
署
職
員
に
よ

る
「
動
物
村
の
消
防
隊
」
と
題
す
る
紙

芝
居
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
芝
居
で
は
、

ネ
ズ
ミ
の
チ
ュ
ー
タ
と
ウ
サ
ギ
の
ウ
サ

キ
チ
が
火
遊
び
を
し
て
火
事
が
燃
え
広

が
る
と
い
う
内
容
。

上
演
が
終
わ
る
と
、
園
児
ら
は
感
想

を
言
い
合
い
な
が
ら
、
最
後
に
大
き
な

声
で
「
火
遊
び
は
絶
対
に
し
な
い
」
と

約
束
し
ま
し
た
。

そ
の
後
に
、
消
防
車
や
救
急
車
な
ど

に
試
乗
し
な
が
ら
、
緊
急
車
両
の
こ
と

も
学
び
ま
し
た
。

交
通
安
全
ダ
ル
マ
リ
レ
ー

事
故
防
止
を
呼
び
か
け

９
月
26
日
役
場
湯
田
庁
舎
前
で
、
北

上
地
区
交
通
安
全
ダ
ル
マ
リ
レ
ー
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
北
上
警
察
署

や
交
通
安
全
推
進
団
体
な
ど
が
、
北
上

地
区
の
学
校
や
事
業
所
な
ど
を
訪
問

し
、
交
通
安
全
と
事
故
防
止
の
徹
底
を

呼
び
か
け
ま
す
。

一
日
北
上
警
察
署
長
と
な
っ
た
ミ
ス

北
上
の
小
野
寺
理
恵
さ
ん
が
「
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
の
確
実
な
装
着
、
ラ
イ
ト
の
早

め
点
灯
な
ど
交
通
事
故
防
止
の
た
め
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
町
長
に
手
渡
し

ま
し
た
。

町
長
か
ら
は
「
幼
児
の
事
故
、
飲
酒

の
事
故
な
ど
目
を
覆
い
た
く
な
る
事
故

が
発
生
し
て
い
る
。
わ
た
し
た
ち
職
員

は
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
交
通
事
故

を
絶
対
に
起
こ
さ
な
い
よ
う
誓
い
た

い
」
と
決
意
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

９
月
20
日
越
中
畑
小
学
校
（
田
村
壮

一
校
長
・
児
童
19
人
）
で
、
ベ
ル
マ
ー

ク
教
育
助
成
財
団
に
よ
る
「
実
験
名
人

ベ
ル
マ
ー
ク
実
験
教
室
」
が
岩
手
県
内

で
初
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
、
島
根
県
の
出
雲
科
学
館
館

長
の
曽
我
部
國
久
さ
ん
。
曽
我
部
さ
ん

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
科
実
験
を
通
し
て

「
み
な
さ
ん
の
身
の
回
り
に
あ
る
不
思

議
な
こ
と
に
気
づ
い
て
ほ
し
い
」
と
話

し
さ
ま
ざ
ま
な
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

実
験
の
一
つ
は
、
液
体
窒
素
（
マ
イ

ナ
ス
１
９
７
度
）
に
ゴ
ム
ボ
ー
ル
や
バ

ナ
ナ
を
入
れ
る
と
ど
う
な
る
か
、
も
し

手
だ
っ
た
ら
、
と
い
う
も
の
。

液
体
窒
素
に
入
れ
る
と
ボ
ー
ル
や
バ

ナ
ナ
は
、
一
瞬
で
カ
チ
ン
コ
チ
ン
に
凍

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
手
を
入
れ
れ
ば
ど

う
な
る
か
。
勇
気
を
も
っ
て
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
の
は
同
校
５
年
の
菊
池
陽
介
君

で
す
。
菊
池
君
は
「
怖
か
っ
た
け
ど
、

手
が
凍
ら
な
い
の
で
び
っ
く
り
し
ま
し

た
」
と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。
液

体
窒
素
の
中
に
、
手
を
数
秒
入
れ
た
だ

け
で
は
凍
り
ま
せ
ん
。

ぜったいに火遊びしない
防火紙芝居で約束

怖がらないで
越中畑で理科実験

消防署員の話に耳をかたむける園児

ダルマに署名する町長

ク
リ
ア
ホ
ル
ダ
ー
に
思
い
を
こ
め
て

凍ったバナナを頭で割ります

き
ら
こ
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ブ
ナ
原
生
林
が
生
い
茂
る
下

前
風
景
林
に
は
、
大
小
あ
わ
せ

て
８
つ
の
滝
が
あ
り
ま
す
。

下
前
風
景
林
に
行
く
に
は
、

清
水
ヶ
野
地
区
で
主
要
地
方
道

盛
岡
横
手
線
か
ら
行
く
方
法

と
、
左
草
地
区
を
経
由
す
る
方

法
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
県
道
か
ら
行
く

方
法
を
紹
介
し
ま
す
。
最
初
の

目
印
は
、
県
道
沿
い
に
あ
る
道

路
標
識
で
す
。
看
板
に
従
い
、

ま
ず
は
下
前
地
区
を
目
指
し
ま

す
。
本
線
を
し
ば
ら
く
ま
っ
す

ぐ
進
む
と
、
分
岐
し
ま
す
（
A

地
点
）。
道
な
り
に
進
む
と
秋

田
県
美
郷
町
（
旧
六
郷
町
）
で

す
が
、
現
在
も
工
事
中
で
途
中

で
行
き
止
ま
り
に
な
り
ま
す
。

下
前
風
景
林
に
向
か
う
に

は
、
こ
こ
で
向
か
っ
て
右
方
向

に
下
る
よ
う
に
進
入
し
ま
す
。

途
中
ま
で
は
舗
装
道
路
で
す

が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
砂
利
道

に
な
り
ま
す
。
砂
利
道
は
側
溝

な
ど
も
な
い
た
め
、
か
な
り
荒

れ
て
い
る
ほ
か
、
水
は
け
が
悪

く
雨
の
翌
日
な
ど
は
水
た
ま
り

も
多
く
で
き
ま
す
。
道
路
幅
が

狭
い
の
で
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過

ぎ
、
対
向
車
と
の
す
れ
違
い
に

は
注
意
し
て
通
行
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

駐
車
場
地
点
の
お
よ
そ
７
０

０
ｍ
ほ
ど
手
前
に
、
鳥
居
（
向

か
っ
て
左
側
）
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
が
三
滝
不
動
明
神
へ
の
入

り
口
で
す
。
三
滝
不
動
明
神
に

向
か
う
に
は
、こ
こ
で
駐
車
し
、

徒
歩
10
分
ほ
ど
で
不
動
明
神
に

到
着
し
ま
す
。

湯
田
庁
舎
か
ら
車
を
走
ら
せ

る
こ
と
お
よ
そ
30
分
で
、
駐
車

場
（
B
地
点
）
に
到
着
し
ま
す
。

駐
車
場
に
は
、
登
山
日
誌
が
備

え
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
必

要
事
項
を
記
入
し
入
山
し
て
く

だ
さ
い
。

駐
車
場
か
ら
す
ぐ
に
急
こ
う

配
の
下
り
坂
に
な
り
ま
す
。
10

分
ほ
ど
で
白
糸
の
滝
に
向
か
う

C
分
岐
点
に
到
着
し
ま
す
。

白
糸
の
滝
に
向
か
う
に
は
、

駐
車
場
口
よ
り
も
急
な
坂
を
く

だ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
、
帰
り
に
寄
る
の
も
方
法
の

一
つ
で
す
。
白
糸
の
滝
は
、
奥

に
続
く
道
か
ら
見
下
ろ
す
こ
と

も
で
き
ま
す
が
、
で
き
れ
ば
間

近
で
み
た
い
も
の
で
す
。

駐
車
場
口
と
白
糸
の
滝
に
向

か
う
坂
以
外
は
、
平
ら
な
道
が

続
き
ま
す
。
女
神
霊
泉
に
到
着

し
て
岩
手
県
の
名
水
20
選
に
選

定
さ
れ
た
霊
水
で
ひ
と
休
み
で

す
。霊
泉
の
す
ぐ
と
な
り
に
は
、

岩
清
水
も
あ
り
ま
す
。こ
こ
で
、

左
に
進
む
と
女
神
山
の
登
山
口

（
ブ
ナ
見
平
経
由
）
で
す
。
ま

た
、
こ
の
霊
泉
か
ら
奥
に
向
か

っ
て
川
沿
い
に
進
む
と
降
る
滝

で
す
。

【
お
願
い
】

駐
車
場
ま
で
は
悪
路
が
続
く

ほ
か
、
道
路
幅
も
狭
い
の
で
、

慎
重
に
運
転
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
行
程
は
川
を
渡
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
場
所
も
あ
り

先
月
号
に
引
き
続
き
、
今
月
号
で
は
下
前
風
景
林
を
紹
介
し
ま
す

紅葉シーズン
滝への誘い

伝
説
と
と
も
に
大
自
然
を
満
喫
その2

下
前
風
景
林

ま
す
の
で
、
晴
れ
て
い
て
も
長

靴
は
必
要
で
す
。

熊
の
目
撃
情
報
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
一
人
で
は
出
か
け
ず
に

複
数
人
で
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
で

す
。
雨
対
策
や
着
替
え
な
ど
も

し
っ
か
り
整
え
て
か
ら
出
か
け

ま
し
ょ
う
。

【
お
知
ら
せ
】

駐
車
場
で
は
、
過
去
に
車
上

か
ら
の
盗
難
事
件
が
発
生
し
て

い
ま
す
の
で
、
貴
重
品
な
ど
の

管
理
に
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

笹
峠
は
、
南
部
藩
と
佐

竹
藩
を
結
ぶ
重
要
な
交
易

路
線
で
し
た
が
、
原
生
林

が
生
い
茂
り
昼
で
も
暗

く
、
険
し
い
峰
と
絶
壁
で

転
落
の
お
そ
れ
も
あ
る
峠

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
特
に

も
「
蛇
抜
け
の
沢
」
か
ら

「
白
糸
沢
」
ま
で
の
区
間

は
、
沢
や
沼
が
入
り
組
ん

だ
迷
路
に
な
っ
て
い
て
、

身
の
毛
も
よ
だ
つ
妖
気
が

漂
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
ま

す
。 「

大
蛇
伝
説
」

滝
の
名
の
由
来

不動の滝ひやげ滝
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こ
の
妖
気
の
正
体
は
、

「
蛇
抜
け
の
沢
」
の
主
の

「
大
蛇
」
と
言
わ
れ
、
旅

人
や
里
人
を
震
え
上
が
ら

せ
て
い
た
そ
う
で
す
。

あ
る
時
、
南
部
の
お
姫

様
が
沢
内
通
り
を
通
り
こ

の
こ
と
を
知
り
ま
す
。
そ

の
お
姫
様
は
、
旅
人
と
里

人
の
苦
労
に
応
え
、
大
蛇

の
い
る
巨
岩
の
穴
に
自
分

の
長
い
髪
の
毛
を
切
り
取

り
、
真
っ
赤
な
く
し
と
一

緒
に
供
え
、
お
供
の
乳
母

や
爺
や
も
加
え
て
、
大
蛇

を
退
治
し
山
越
え
の
安
全

を
祈
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。

こ
の
時
の
巨
岩
が
、
現

在
の
三
滝
不
動
明
神
が
祭

ら
れ
て
い
る
岩
で
、
白
糸

の
滝
を
「
白
糸
の
姫
滝
」、

そ
ば
に
寄
り
そ
う
滝
を

「
姥
（
乳
母
）
滝
」「
爺
滝
」

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。以

来
、
下
前
地
区
で
は
、

こ
の
水
源
一
体
を
信
仰
の

山
と
し
て
大
切
に
し
、
毎

年
７
月
３
日
を
例
祭
日
と

し
、
用
水
の
確
保
や
五
穀

豊
穣
、
家
内
安
全
を
祈
っ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
話
し
が
言
い
伝
え
ら

れ
、
今
で
も
下
前
地
区
で

は
毎
年
地
区
民
や
関
係
者

ら
が
お
参
り
し
て
い
ま

す
。

姫滝白糸の滝姥滝降る滝
う ば た き不

動
の
滝
・
ひ
や
げ
滝
・
姫
滝
は
高
橋
定
雄
編
集
委
員
、
降
る
滝
は
高
橋
成
治
編
集
委
員
が
撮
影
。
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平
成
16
年
度
の
宝
く
じ
販
売
実
績
は
１

兆
７
４
２
億
円
で
、
枚
数
に
す
る
と
約
46

億
６
２
２
万
枚
（
ジ
ャ
ン
ボ
、
ロ
ト
な
ど

も
含
む
）
で
お
よ
そ
国
民
１
人
当
た
り
年

間
36
枚
を
購
入
し
て
い
る
計
算
に
な
り
ま

す
。宝

く
じ
の
発
売
総
額
の
う
ち
、
賞
金
や

印
刷
経
費
な
ど
を
除
い
た
お
よ
そ
４
割
が

発
売
元
の
都
道
府
県
な
ど
に
還
元
さ
れ
、

地
域
振
興
事
業
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
財
源
を
も
と
に
し
て
（
財
）
岩
手

県
市
町
村
振
興
協
会
（
谷
藤
裕
明
理
事

長
・
盛
岡
市
長
）
で
は
、
地
区
な
ど
で
広

域
的
な
共
同
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体

に
、
そ
の
活
動
が
地
域
に
密
着
し
て
い
る

こ
と
を
条
件
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成

事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
助
成
事
業
は
１
件
に
つ
き
、
１

０
０
万
円
か
ら
２
５
０
万
円
（
10
万
円
単

位
）
が
助
成
さ
れ
、
団
体
の
負
担
も
少
な

い
の
が
特
徴
で
、
施
設
ま
た
は
設
備
（
備

品
）の
整
備
な
ど
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
年
度
は
、
湯
本
鬼
剣
舞
保
存
会
（
小

笠
原
弘
明
会
長
・
湯
本
）
に
対
し
鬼
剣
舞

用
衣
装
の
購
入
費
な
ど
に
助
成
し
ま
し
た
。

９
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
行
わ
れ
た
湯

本
温
泉
神
社
祭
典
で
は
、
購
入
し
た
衣
装

を
ま
と
っ
た
子
供
鬼
剣
舞
の
剣
士
が
地
区

住
民
に
勇
壮
な
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

こ
の
助
成
事
業
を
活
用
し
各
地
区
や
団

体
で
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
昨
年
度
は
新
田
郷
地
区
公

民
館
運
営
委
員
会
の
提
灯
や
太
鼓
な
ど
ま

つ
り
の
備
品
整
備
に
対
し
１
９
０
万
円
、

新
町
地
区
の
新
町
マ
ラ
ソ
ン
記
録
会
で
使

用
す
る
テ
ン
ト
な
ど
の
整
備
に
１
４
０
万

円
。
一
昨
年
は
安
ヶ
沢
地
域
振
興
会
の

「
カ
タ
ク
リ
の
里
」
ト
イ
レ
設
置
事
業
に

対
し
２
５
０
万
円
を
助
成
し
ま
し
た
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

19
年
度
分
の
申
請
は
11
月
６
日
ま
で
で

す
。
詳
し
く
は
25
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

企
画
課
（
湯
田
庁
舎
）

82
│
３
２
８
４

コミュニティー
助成の活用を

西和賀地域
バス交通利用
促進協議会
（高橋繁会長）
と岩手県交通
では「バスの
日」にちなんで、昔懐かしいボンネッ
トバス弁慶号を10月7日に運行し、イ
ベントを盛り上げました。
弁慶号は、この日4便運行され、乗

客らには「リンドウ」が無料配布され、
通常の路線バスがこの日に限り１回の
乗車を町内区間であれば100円で利用
できるほか、乗車した方には協力商店
などで割引などが受けられる特典があ
りました。
弁慶号には「昔はこのバスだけだっ

たよ。本当に懐かしいね」などとワクワ
クしながら話す乗客の姿がありました。

10月15日夢プラザ前広場で、町内では初の企画となる
「にしわが職業体験フェスティバル」が行われ300人あま
りが来場しました。
このフェスティバルは西和賀商工会青年部が中心とな

り、次世代を担う児童や生徒を中心に職業体験を通して職
業理解を深めてもらうことや地場産業の紹介、ひいては地
場産業の地域貢献を目的として行われました。
児童や生徒らは、体験コーナーで木材で郵便ポストを作

ったり、建設機械を動かしたり、自動車のタイヤ交換をし
たりと貴重な体験をしました。
郵便ポスト作りを体験した高橋

悠太君（湯本小２年・湯之沢）は
「楽しかった。冬休みの自由研究
にしようかな」と話していました。
また、一般の来場者からは「町内
でも名前しか知らない企業があっ
たが、そこでどんな業務をしてい
るのか知ることができた」などの
話しがありました。

湯本鬼剣舞保存会による奉納舞

宝くじ販売総額１兆円
その4割は

地区に還元

バスの日イベントで
ボンネットバス弁慶号

にしわが職業体験フェスティバル
地場産業の紹介と地域貢献



次のとおり入札を行いました。施行箇所など
の詳細については、担当課までお問い合わせ下
さい。

9月14日執行分

担当課／農林課　　施工場所／貝沢
工事名／沢内堆肥センター改修及び新乾燥

棟建設工事
内　容／前処理施設工事1式、新乾燥棟工事1式、

既存堆肥センター改修工事1式
契約者／（株）千葉匠建設
契約額／7717万5000円
工　期／H18.9.20～H19.2.28 落札率／96.8％

担当課／農林課　　施工場所／左草
工事名／左草地区農業用用排水施設測量調査業

務委託
内　容／路線測量2.8㎞、環境調査一式
契約者／（株）キタテック
契約額／945万円
工　期／H18.9.20～H19.1.15 落札率／97.47％

9月27日執行分

担当課／建設課　　施工場所／湯本
工事名／湯本流雪溝取水ポンプ取替工事
内　容／既設ポンプ撤去2台、新設ポンプ設置2

台、電気工事１式
契約者／（株）酉島製作所仙台支店
契約額／682万5000円
工　期／H18.10.3～19.1.15 落札率／97.25％

担当課／建設課　　施工場所／大野
工事名／町道小田沢線道路舗装
内　容／舗装工（本線・据付）898㎡、舗装工

（取付）71㎡
契約者／柿沢建設　　契約額／661万5000円
工　期／H18.10.3～12.1 落札率／98.33％

担当課／建設課　　施工場所／川尻
工事名／町道川尻湯田線防護柵設置工事
内　容／ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ設置55ｍ、ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ撤去40ｍ
契約者／(有)淀川組　　契約額／74万5500円
工　期／H18.10.3～11.16 落札率／93.42％

担当課／町民課　　施工場所／上野々
工事名／町営住宅上野々団地排水設備改修工事
内　容／撤去工事1式、衛生器具設備工事1式、

屋内排水設備工事1式

契約者／(有)薄井組　　契約額／735万円
工　期／H18.10.3～H19.1.15 落札率／99.29％

担当課／町民課　　施工場所／上野々
工事名／町営住宅上野々団地排水設備改修工事
内　容／撤去工事1式、衛生器具設備工事1式、

屋内排水設備工事1式
契約者／(有)湯田機械　契約者／766万5000円
工　期／H18.10.3～H19.1.15 落札率／99.73％

担当課／建設課　　施工場所／上野々
工事名／歴史民俗資料館排水設備工事
内　容／配水管布設工事10m、屋外工事1式、水

道工事1式
契約者／(有)西和水道土木 契約額／36万7500円
工　期／H18.10.3～11.10   落札率／90.21％

担当課／建設課　　施工場所／上野々
工事名／上野々公民館下水道接続工事
内　容／配水管布設工事22m、屋外工事1式、水

道工事1式
契約者／時雄屋　　契約額／115万5000円
工　期／H18.10.3～11.10 落札率／96.58％

担当課／建設課　　施工場所／川尻
工事名／川尻体育館下水道接続工事
内　容／配水管布設工事43.9m、屋外工事1式、

水道工事1式
契約者／(有)佐藤建設工業
契約額／143万9025円
工　期／H18.10.3～11.30 落札率／93.49％

担当課／町民課　　施工場所／猿橋
工事名／町営住宅猿橋団地排水設備改修工事
内　容／撤去工事1式、衛生器具設備工事1式、

屋内排水設備工事1式
契約者／(有)近藤設備　　契約額／609万円
工　期／H18.10.3～H19.1.5 落札率／98.46％

担当課／建設課　　施工場所／太田
工事名／太田公民館下水道接続工事
内　容／配水管布設工事24.2m、屋外工事1式、

水道工事1式
契約者／(有)米沢工務所 契約額／367万5000円
工　期／H18.10.3～11.10 落札率／98.37％

担当課／建設課　　施工場所／猿橋
工事名／猿橋公民館下水道接続工事
内　容／配水管布設工事24.85m、屋外工事1式、

水道工事1式
契約者／(有)高橋重機　契約額／173万2500円
工　期／H18.10.3～11.10 落札率／97.69％

担当課／建設課　　施工場所／泉沢
工事名／泉沢公民館下水道接続工事
内　容／配水管布設工事8.5m、屋外工事1式、水

道工事1式
契約者／柿沢建設　　契約額／236万2500円
工　期／H18.10.3～11.10 落札率／97.15％

担当課／建設課　　施工場所／猿橋
工事名／猿橋小教員住宅下水道接続工事
内　容／配水管布設工事17.55m、屋外工事1式、

水道工事1式
契約者／(有)美設備　　契約額／185万8500円
工　期／H18.10.3～H19.1.5 落札率／93.7％

担当課／建設課　　施工場所／新町
工事名／沢内一小教員住宅下水道接続工事
内　容／配水管布設工事34.20m、屋外工事1式、

水道工事1式
契約者／(有)松川工務店
契約額／205万8000円
工　期／H18.10.3～H19.1.5 落札率／97.13％

担当課／建設課　　施工場所／川舟
工事名／下水道川舟地区舗装本復旧工事
内　容／施工延長1,774m、舗装復旧工5,670㎡
契約者／（株）NIPPOｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ岩手支店
契約額／2520万円
工　期／H18.10.3～H19.1.5 落札率／98.86％

担当課／建設課　　施工場所／長瀬野
工事名／長瀬野地区マンホール・浄化槽撤去工事
内　容／マンホール撤去1式、浄化槽撤去1式
契約者／(有)栄和工業　契約額／275万1000円
工　期／H18.10.3～11.13 落札率／98.64％

担当課／生活環境課　　施工場所／樺沢
工事名／樺沢地区防火水槽設置工事
内　容／防火水槽FSF-405A１基
契約者／羽柴興業　　契約額／493万5000円
工　期／H18.10.3～12.1 落札率／99.98％

担当課／生活環境課　施工場所／下左草
工事名／下左草防火水槽設置工事
内　容／防火水槽FSV-40１基
契約者／高正組　　契約額／729万7500円
工　期／H18.10.3～12.1 落札率／97.58％

担当課／沢内病院　　施工場所／太田
工事名／沢内病院及び母子健康センター屋根塗

装工事
内　容／下塗1,166㎡、塗装1,166㎡
契約者／(株)照井塗装　契約額／249万9000円
工　期／H18.10.3～11.13 落札率／57.49％

入札執行状況
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10
月
17
日
に
告
示
さ
れ
た
西
和
賀
町
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
は
、
両
選
挙
区
と
も

定
数
を
超
え
な
い
た
め
、
立
候
補
者
全
員

の
無
投
票
で
の
当
選
が
確
定
し
ま
し
た
。

西
和
賀
町
農
業
委
員
会
委
員
は
、
今
回

の
公
選
委
員
15
人
（
５
人
減
）
の
ほ
か
、

農
業
関
係
団
体
か
ら
の
推
薦
委
員
３
人
と

議
会
か
ら
の
推
薦
委
員
４
人
の
合
計
22
人

で
構
成
さ
れ
ま
す
。
任
期
は
３
年
間
。

11
月
初
旬
の
農
業
委
員
会
会
議
で
、
会

長
な
ど
が
選
出
さ
れ
ま
す
。

当
選
者
（
届
出
順
）

◆
沢
内
選
挙
区
（
定
数
９
人
）

現
・
石
川
　
勝
さ
ん
・
61
（
大
　
野
）

現
・
菊
池
良
一
さ
ん
・
59
（
泉
　
沢
）

現
・
内
記
信
也
さ
ん
・
59
（
前
　
郷
）

新
・
照
井
　
亨
さ
ん
・
44
（
長
瀬
野
）

現
・
柿
澤
繁
俊
さ
ん
・
55
（
鍵
　
飯
）

新
・
田
中
嘉
勝
さ
ん
・
61
（
貝
　
沢
）

現
・
南
川
幸
一
さ
ん
・
62
（
新
　
町
）

現
・
高
橋
滝
男
さ
ん
・
55
（
川
　
舟
）

現
・
藤
原
　
隆
さ
ん
・
55
（
若
　
畑
）

◆
湯
田
選
挙
区
（
定
数
６
人
）

新
・
中
島
達
郎
さ
ん
・
65
（
小
繋
沢
）

新
・
佐
藤
清
一
さ
ん
・
62
（
下
　
前
）

現
・
竹
澤
長
一
さ
ん
・
65
（
槻
　
沢
）

現
・
高
橋
　
護
さ
ん
・
57
（
湯
　
田
）

現
・
籠
山
　
實
さ
ん
・
57
（
中
　
村
）

現
・
照
井
廣
男
さ
ん
・
69
（
鷲
之
巣
）

農
業
委
員
会
公
選
委
員
決
定

無
投
票
で
終
わ
る



町では、9月から11月までの間
基本健康診査を行っています。対
象は40歳以上で、高血圧などの治
療を受けている人や職場健診、人
間ドックを受ける人は除きます。
健診料金は1,300円で70歳以上は
無料です。
また、65歳以上で介護が必要になる可能性があ

る「特定高齢者」を把握することを目的に、本年
度と来年度の2年間、65歳以上全員を対象にした
基本健診を行います。なお、介護保険を利用して
いる人や寝たきりや歩行困難な人はこの健診の対
象にはなりません。
通知書と問診票は保健委員を通じて対象者全員

に配布します。必要事項を記入し、切り取らずに
検査当日会場に持参してください。50歳以上の希
望者には前立腺がん検診も行いますので、当日受
付に申し出てください。料金は780円です。
また、大腸がん検診の対象者の人には採便容器

と問診票を配布します。検診
日の前日と当日の2日分の便を
とり、問診票に記入して一緒
に持参してください。料金は
680円です。
なお、健診は指定された会

場以外でも受診できます。

ワークステーション湯田・沢内
は、西和賀町で暮らす40人の障害
者が通う施設で、通所者は仕事をし
ながら自立を目指しています。仕事
は主に農作業と農産加工で、1.2㌶
の農地を耕作し、水稲や大豆、山菜

などを栽培しています。収穫物は主に「ふるさと宅
急便」として都市住民の方々に発送しています。こ
れは都市と農村の交流事業で、障害者が担い手とな
りハンディキャップがあっても地域おこしの一端を
担えるということです。
また、ワークステーション敷地内のテントショッ

プでも販売しているほか、毎週金曜日に盛岡市の
「都南プラザ」に通所者自身が出向いて販売してい
ます。
さて、4月から実地された「障害者自立支援法」

で、障害の程度に関係なく障害者も地域で生活する
ことが求められています。そのためには、働く場や
デイサービス、住宅や所得の確保などが必要です。
また、同じく4月から障害者

福祉サービスに原則1割負担と
食費負担が導入されました。地
域で暮らす障害者にとっては大
きな負担です。
どうすれば障害者が西和賀で

生活していけるか、地域の課題
としてみんなで考えたいもので
す。

介
護
予
防
の
役
割

４
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
が
変

わ
り
、
介
護
予
防
に
重
点
が
置
か

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
町
で

は
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
沢
内
病
院

内
に
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

介
護
予
防
は
大
き
く
分
け
て
①
介
護
認
定
を
す
で
に

受
け
た
人
で
、
新
た
に
要
支
援
１
ま
た
は
要
支
援
２
に

認
定
さ
れ
た
人
を
対
象
と
す
る
介
護
予
防
②
介
護
認
定

を
受
け
て
い
な
い
65
歳
以
上
の
人
で
、
将
来
介
護
認
定

を
受
け
る
可
能
性
の
あ
る
人
（
特
定
高
齢
者
）
に
対
す

る
介
護
予
防
の
２
つ
で
す
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
こ
の
よ
う
な
人
に
対
し
、
介
護
予
防
の
計
画
を

作
成
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

①
に
該
当
す
る
人
は
、
こ
れ
以
上
体
の
状
態
が
悪
く

な
ら
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、
で
き
る
だ
け
体
の
機

能
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
そ
の
人
に
合
っ
た
予

防
計
画
を
作
成
し
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
リ
ハ
ビ
リ

と
い
っ
た
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
も
ら
い

ま
す
。

②
の
特
定
高
齢
者
の
人
は
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
基

本
健
診
の
中
で
検
査
や
問
診
を
行
い
選
定
し
ま
す
。

こ
の
方
々
に
対
し
て
も
予
防
計
画
を
作
成
し
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
や
栄
養
教
室
な
ど
へ
の
参
加
を

す
す
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
特
定
高
齢
者
へ

の
介
護
予
防
事
業
は
、
年
度
内
に
は
開
始
で
き
る

よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
の
人
が
地
域
の

中
で
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
お
手
伝
い
し
ま
す
。

９
月
２６
日
放
送
分

9月12日放送分 8月29日放送分

基本健診の受け方

（保健福祉課保健師　

北島幸恵）

地域との連携

有線で放送した「くらしと健康」
から抜粋しお知らせします

有線放送から

（ワークステーション湯田・沢内

事務局長 高橋典成）

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
主
任

早
川
求
）

平成18年10月25日号　広報にしわが…No12◯２０
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氏名の記載を
・希望する　・希望しない

西
和
賀
町
が
ス
タ

ー
ト
し
て
早
１
年
、

町
内
小
学
校
の
児
童

数
は
７
校
で
３
０
０

人
（
こ
と
し
４
月
現

在
）、
平
均
す
る
と

43
人
で
す
。
町
内
で
は
沢
内
第
一
小
学

校
だ
け
が
辛
う
じ
て
単
式
で
、
そ
の
ほ

か
の
小
学
校
は
複
式
に
な
っ
て
い
ま

す
。
複
式
の
割
合
は
、
６
校
で
13
学
級

も
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
旧
湯
田
町
で
は
、

越
中
畑
小
学
校
の
川
尻
小
学
校
へ
の
統

合
案
が
だ
さ
れ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

そ
ろ
そ
ろ
全
町
的
に
、
小
学
校
の
統

廃
合
に
向
け
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
、
こ
の
件
に
つ
い
て
町

長
や
教
育
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
、
ぜ
ひ
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
一
町
民
・
男
性
・
70
歳
代
）

み
な
さ
ん
も
ご
承
知
の
と
お
り
、
西

和
賀
町
は
少
子
高
齢
化
の
た
め
、
年
々

児
童
や
生
徒
が
減
少
し
て
い
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
町
で
は
児
童
の
よ
り
良
い

充
実
し
た
教
育
を
保
障
す
る
た
め
、
小

学
校
の
適
正
配
置
検
討
委
員
会
を
設
置

し
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
各
小
学
校
の

小
学
校
の
統
廃
合

回
答

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
や
一
般
公
募
で
の
委
員
を

含
め
20
人
で
、
10
月
26
日
に
第
１
回
目

の
会
議
を
行
う
予
定
で
す
。

そ
し
て
今
後
の
検
討
委
員
会
で
の
検

討
や
旧
湯
田
町
で
の
考
え
方
を
ふ
ま
え

な
が
ら
、
将
来
的
な
展
望
に
た
っ
た
小

学
校
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

（
町
長
　
高
橋
繁
）

ご
指
摘
の
と
お
り
西
和
賀
町
の
小
学

生
数
は
７
校
で
３
０
０
人
で
す
。

ご
意
見
の
と
お
り
教
育
委
員
会
で

は
、
今
後
も
児
童
の
増
加
が
当
面
望
め

な
い
現
状
か
ら
、
統
廃
合
に
つ
い
て
の

検
討
が
必
要
で
９
月
５
日
に
全
世
帯
に

「
新
し
い
西
和
賀
町
を
拓
く
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
」
と
題
し
た
チ
ラ
シ
を
配

布
し
、
現
状
を
お
知
ら
せ
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
そ
し
て
少
子
化
な
ど
の
中
で
子

ど
も
た
ち
に
、
よ
り
良
い
充
実
し
た
教

育
を
お
こ
な
う
に
は
ど
の
よ
う
な
姿
が

望
ま
し
い
か
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る

た
め
「
西
和
賀
町
小
学
校
適
正
配
置
検

討
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

検
討
委
員
会
の
話
し
合
い
の
結
果
は

広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
平
成
19
年
度
末
ま
で
に
検

討
委
員
会
と
し
て
の
方
向
性
を
示
し
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
が
、
そ
の
間
、
町

民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
く

た
め
、
地
区
懇
談
会
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
な
ど
を
行
う
こ
と
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
よ
ろ
し
く
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
教
育
長
　
高
橋
稔
）

全
戸
配
布
し
た
「
新
し
い
西
和
賀
を

拓
く
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
」



平成18年9月25日号　広報にしわが…No11◯８平成18年7月25日号　広報にしわが…No9◯６

【 】のことについて

沢
内
に
移
り
住
ん
で
11
年
目
と
い
う
渡

辺
さ
ん
。
脱
サ
ラ
I
タ
ー
ン
し
、
新
規
に

農
業
を
始
め
ま
し
た
。
り
ん
ど
う
栽
培
を

経
営
の
柱
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利

用
し
な
が
ら
お
米
や
野
菜
の
直
接
（
宅
配
）

販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。
渡
辺
さ
ん
は
、

直
売
な
ど
を
通
し
て
「
西
和
賀
や
わ
が
家

の
農
業
に
関
心
あ
る
人
た
ち
と
心
の
通
う

交
流
を
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
、「
西

和
賀
の
よ
う
に
昔
話
に
出
て
く
る
よ
う
な

世
界
、
本
当
の
田
舎
ら
し
い
山
里
は
、
い

ま
や
全
国
的
に
も
貴
重
で
す
。
そ
の
魅
力
、

都
会
人
に
と
っ
て
憧
れ
の
オ
ア
シ
ス
の
よ

う
な
存
在
に
な
っ
て
い
る
こ
こ
の
風
土
の

物
語
性
を
付
加
し
た
農
産
品
を
、
積
極
的

に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
農
業
戦
略
が
大
事

だ
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
日
々
農
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

あ
な
た
の
出
身
地
を
教
え
て
く
だ
さ
い

広
島
県
広
島
市
で
す
。

西
和
賀
町
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
理
由

子
ど
も
の
頃
か
ら
「
奥
羽
山
脈
」
に
憧

れ
て
い
ま
し
た
。
日
本
人
の
心
の
ふ
る
さ

と
、
原
風
景
が
こ
こ
に
あ
り
ま
し
た
。
東

京
の
知
人
が
こ
ち
ら
の
方
と
友
だ
ち
だ
っ

た
た
め
、
紹
介
さ
れ
訪
れ
て
、
移
住
を
決

め
ま
し
た
。
専
業
農
家
が
多
い
こ
と
も
後

押
し
し
て
く
れ
た
要
因
で
す
。

出
身
地
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か

雨
が
少
な
く
気
候
は
穏
や
か
で
、
夏
は

や
は
り
暑
い
と
こ
ろ
で
す
。
む
ー
っ
と
し

た
暑
さ
は
い
ま
で
も
皮
膚
に
し
み
こ
ん
で

い
ま
す
。
路
面
電
車
が
走
り
、
広
島
カ
ー

プ
を
み
ん
な
で
応
援
し
て
い
ま
す
。
海
も

山
も
近
く
て
、
中
国
地
方
の
中
心
地
と
し

て
交
通
の
要
所
で
も
あ
り
ま
す
。

出
身
地
の
特
産
品
は
何
で
す
か

海
の
ミ
ル
ク
と
い
わ
れ
る
カ
キ
、
も
み

じ
饅
頭
、
そ
し
て
広
島
風
お
好
み
焼
き
で

す
。
段
々
畑
の
ミ
カ
ン
栽
培
も
良
い
景
観

を
な
し
て
い
ま
す
。

出
身
地
の
有
名
人
は

芸
能
人
で
は
吉
田
拓
郎
さ
ん
や
西
城
秀

樹
さ
ん
、
矢
沢
永
吉
さ
ん
で
し
ょ
う
か
。

政
治
家
で
は
首
相
を
や
っ
た
宮
沢
喜
一
さ

ん
、
古
い
と
こ
ろ
で
は
池
田
勇
人
さ
ん
。

作
家
の
井
伏
鱒
二
さ
ん
（『
黒
い
雨
』『
山 ⑥

椒
魚
』）
な
ど
で
す
。

出
身
地
の
名
所
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
は

宮
島
の
厳
島
神
社
は
海
に
張
り
出
し
た

独
特
の
作
り
で
有
名
で
す
が
、
や
は
り
何

と
言
っ
て
も
平
和
祈
念
公
園
で
す
。
こ
こ

の
原
爆
資
料
館
は
広
島
の
子
ど
も
た
ち
は

必
ず
見
学
し
て
い
ま
す
が
、
と
て
も
強
烈

に
原
爆
の
怖
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

昨
年
誕
生
し
た
賢
平
ち
ゃ
ん
と
り
ん
ど

う
と

タイトル

広
島
県
出
身

渡
辺
哲
哉
さ
ん
（
両
沢
）

▲
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広島市データ
人　口　1,154,595人
世帯数　487,471世帯
面　積　741.75km2

ホームページ
http://www.city.hiroshima.jp/

こ
こ

？ ？？？

？

？

い
ぶ
せ
ま
す
じ

http://www.echna.ne.jp/̃yukibo/
奥羽の山里からの農村通信

http://o u u - y ama z a t o . c om/
奥羽の山里農村いちば
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菊菊
にに
魅魅
せせ
らら
れれ
てて

深
澤
節
子
さ
ん
（
太
田
・
67
歳
）

たたくくみみ 大
正
琴
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
菊
作
り

と
多
趣
味
な
深
澤
節
子
さ
ん
。
今
の
時
節

は
菊
が
咲
く
時
期
と
あ
っ
て
、
菊
作
り
に

余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

始
め
た
の
は
十
数
年
前
か
ら
。「
ほ
か

の
人
の
作
っ
た
菊
を
み
て
、
あ
や
ぁ
よ
ぐ

こ
ん
な
に
大
き
く
咲
か
せ
る
も
ん
だ
」
と

興
味
や
関
心
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
恩
師
の

大
川
一
さ
ん
（
新
町
）
か
ら
『
節
子
、
う

が
も
や
れ
』
と
言
わ
れ
た
の
が
き
っ
か
け

で
す
」
と
話
し
ま
す
。
そ
し
て
、
大
川
さ

ん
か
ら
一
か
ら
教
わ
り
「
す
ぐ
に
は
で
き

な
か
っ
た
。
菊
に
病
気
が
つ
い
だ
り
し
て
、

２
・
３
年
か
が
っ
た
べ
が
。
覚
え
る
ま
で

は
難
し
い
が
、
こ
だ
わ
げ
を
知
れ
ば
そ
れ

ほ
ど
難
し
い
も
の
で
は
な
い
」
と
言
い
、

今
で
は
小
さ
い
も
の
を
含
め
て
70
鉢
ほ
ど

植
え
菊
作
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
そ
し

て
、
旧
沢
内
村
芸
術
祭
の
菊
花
展
で
は
幾

度
と
な
く
最
高
賞
の
村
長
賞
を
受
賞
す
る

ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

菊
の
花
は
、
苗
を
植
え
、
成
長
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
さ
し
芽
を
し
ま
す
。
さ
し
芽

と
は
、
春
に
鉢
か
ら
顔
を
出
し
て
き
た
芽

を
摘
み
、
そ
れ
に
根
が
よ
く
つ
く
よ
う
に

発
根
剤
を
塗
り
鉢
に
植
え
る
こ
と
で
す
。

そ
う
す
る
と
、
切
り
分
け
た
芽
か
ら
根
が

つ
き
や
が
て
花
が
咲
き
ま
す
。
こ
れ
を
繰

り
返
す
こ
と
で
、
一
つ
の
苗
か
ら
何
十
年

も
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

オ
オ
ギ
ク
で
は
、
一
つ
の
苗
か
ら
３
本

（
こ
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
天
・
地
・
人
と
呼
び

ま
す
）
の
茎
が
育
つ
よ
う
に
し
ま
す
。
そ

う
し
て
、
そ
の
茎
に
一
つ
だ
け
花
を
咲
か

せ
る
よ
う
に
芽
を
摘
ん
で
い
き
ま
す
。
茎

は
折
れ
な
い
よ
う
に
、
伸
び
た
都
度
支
柱

に
結
わ
え
ま
す
。
３
本
の
茎
の
長
さ
も
品

評
時
の
重
要
な
要
素
に
な
る
た
め
、
つ
ま

よ
う
じ
を
茎
に
刺
し
成
長
を
遅
く
す
る
な

ど
し
て
調
節
し
て
い
き
ま
す
。

今
で
は
「
お
べ
だ
く
れ
だ
ば
教
え
る
」

と
い
う
こ
と

で
、
近
所
の
奥

さ
ん
数
十
人
に

技
を
伝
授
し
て

い
ま
す
。ま
た
、

そ
の
仲
間
同
士

で
福
島
県
の
二

本
松
市
や
秋
田

県
の
横
手
市
な

ど
の
菊
ま
つ
り

を
訪
れ
、
目
の

保
養
と
「
見
で

歩
い
て
、
い
い

苗
っ
こ
あ
れ
ば

買
っ
て
く
る
」

と
苗
の
購
入
や

親
睦
を
兼
ね
た

研
修
を
行
っ
て

い
ま
す
。

深
澤
さ
ん
が
つ
く
る
の
は
主
に
オ
オ
ギ

ク
、
フ
ク
ス
ケ
、
ダ
ル
マ
な
ど
。
菊
は
生

き
物
で
す
。
そ
の
た
め
、
毎
日
手
を
か
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
通
常
は
た
っ
ぷ

り
の
水
を
一
日
一
回
で
す
み
ま
す
が
、
今

年
の
よ
う
な
夏
は
朝
晩
の
水
掛
が
必
要
で

し
た
。

ま
た
「
風
吹
げ
ば
鉢
が
倒
れ
る
べ
。
台

風
あ
る
っ
て
い
え
ば
、
車
庫
に
入
れ
た
り

す
る
の
が
難
儀
だ
。
年
取
っ
て
か
ら
だ
ば
、

あ
ん
ま
り
大
き
な
も
の
は
で
き
な
い
か

も
」
と
言
い
つ
つ
も
「
お
父
さ
ん
が
協
力

的
な
ん
だ
。
つ
ぼ
み
壊
す
が
ら
や
め
で
け

ろ
っ
て
言
っ
て
も
、
手
か
げ
で
け
る
」
と

家
族
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
と
言
い
ま
す
。「
き
っ
と
や
れ

る
う
じ
だ
ば
、
や
る
ど
思
う
な
。
だ
ん
だ

ん
に
大
き
い
鉢
は
や
れ
ね
が
も
し
れ
ね
。

ん
で
も
咲
い
だ
時
に
き
れ
い
だ
か
ら
や
め

ら
れ
ね
も
ん
な
」

育
て
た
菊
は
、
品
評
会
や
文
化
祭
に
出

し
た
り
、
兄
弟
に
差
し
上
げ
た
り
し
販
売

は
し
て
い
な
い
そ
う
で
す
。

「
菊
作
り
を
何
十
年
も
や
っ
て
い
る
ど
も
、

満
足
し
た
こ
と
は
な
い
。
別
な
つ
ぼ
み
に

す
れ
ば
い
が
っ
た
。
こ
う
で
ね
ば
い
が
っ

た
な
と
、
い
っ
つ
も
い
っ
つ
も
感
じ
る
」

「家族の協力があってこそ続けることができます」と話す節子さん



高 橋　竹　松
菅　原　ミ　ヤ
川　村　キミエ
猿　橋　リ　ヤ
盛　島　チエノ
石　井　アサノ
福　田　タ　マ
田　村　政　三
高 橋　トクヨ
吉　田　孝　一

・82歳・
・93歳・
・89歳・
・76歳・
・101歳・
・94歳・
・87歳・
・85歳・
・86歳・
・86歳・

耳　取
大　沓
川　尻
猿　橋
新　町
川　舟
貝　沢
間木野
猿　橋
川　舟

住民の動き
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区分

件数

火災出場件数

0件
（2件）

損　害　額

（1,470万8,000円）

区分

件数

搬送
人員

1件
（16件）
1人

（16人）

10件
（103件）
10人
（99人）

16件
（94件）
16人
（88人）

27件
（213件）
27人

（203人）

救急出場件数

交通 急病 その他
合計

（ ）は1月からの累計

■救急

■火災

戸　籍　の　窓 （敬称略）・国選弁護人関連業務（国選弁
護人を確保し、捜査から裁判ま
で一貫した国選弁護体制の整
備）
法テラスコールセンター（一般
相談は●0570-078374、犯罪被
害者相談は●0570-079714）
問合先／日本司法支援センター
岩手地方事務所●080-1367-
8096

川尻大通簡易郵便局営業
平成18年11月1日から「川尻

大通簡易郵便局」の営業を開始
します。
取扱時間／9:00～16:00
問合先／川尻大通簡易郵便局●
82-2350、川尻郵便局●82-3122

石綿特別健康診断
(財)岩手県予防医学協会で

は、過去に石綿を製造または取
り扱う業務に従事し、事業場の
廃業などの理由から石綿健康相
談を受診できない退職者の方
に、無料で健康相談を行います。
対象／次のすべてに該当する方
①従事していた作業が特定でき
ること。
②初回ばく露から10年以上経過
していること。
③事業場が廃業や倒産、健康診
断を拒否するなどの理由で石綿
健康診断を受診できない状況に
あること。
④石綿に係る健康管理手帳を所
有していないこと。
※申し込みした方全員が受診で
きるとは限りません。
受付期間／11月1日（水）～17
日（金）
問合先／(財)岩手県予防医学協
会●019-638-7185、同県南セン
ター●0197-44-5711

高齢者・障害者なんでも110番
岩手弁護士会などでは、高齢

者・障害者とその家族、関係者
からの相談に、面接または電話
で応じる「高齢者・障害者なん
でも110番」を行います。
日時／11月15日（水）13:00～
17:00
面接場所／岩手県福祉総合相談

センター（盛岡市本町通）
相談電話番号／●019-626-2205
相談内容／法律・医療・介護・
福祉サービスなど
問合先／渡辺正和法律事務所
●019-604-6321

サラ金・クレジット相談
岩手弁護士会消費者問題対策

委員会と岩手県消費者信用生活
協同組合では、サラ金・クレジ
ット相談会を行います。多重債
務の相談や利息制限法による利
息再計算（簡易計算）のほか、
債務状況に応じ弁護士の引き受
けも行います。
日時／11月23日（木）10:00～
16:00（要予約）
場所／信用生協北上事務所（北
上市コープ花北オリザ内）
予約・問合先／岩手県消費者信
用生活協同組合●019-653-0001

イイ歯デーテレホン相談
岩手県保険医協会では、歯や

口の中の健康に関する無料電話
相談「イイ歯デーテレホン相談」
を行います。
日時／11月8日（水）10:00～
20:00
相談内容／歯あるいはお口に関
する悩みについて何でも
相談料／無料
相談電話番号／●019-651-7341
（岩手県保険医協会イイ歯デー
テレホン相談係まで）

再就職に備えるセミナー
(財)21世紀職業財団では、育

児・介護により退職した人が再
就職に備えるための無料セミナ
ーを行います。
日時／11月28日（火）・29日
（水） ともに10:00～12:30
場所／なはんプラザ（花巻駅前）
主な内容
・講演「再就職への設計図」
ファイナンシャルプランナー・
高橋ミドリさん
・同「話し方であなたは変わる」
フリーアナウンサー・川村龍雄
さん
定員／20人程度（託児あり）
申込・問合先／(財)21世紀職業
財団岩手事務所●019-653-8681

項　目
転　入
転　出
出　生
死　亡
人　口
男
女
世帯数

8
11
3
13

7,520
3,533
3,987
2,524

実　数
―
―
―
―

▲13
▲2
▲11
1

前月との比較

（9月末現在）

お悔やみ申し上げます

※掲載を希望しない事も出来ます。届け出の際に
お申し付けください。

２４

火災・救急の状況

9月15日～10月16日受付分

（9月分）

藤　井　結　花

小　林　風　翔

南　川　環　樹

山　田　陽　介

・女

・男

・男

・男

太　田

槻　沢

湯　本

下左草

ご誕生おめでとうございます

・大和・

・武史・

・英樹・

・浩樹・

交通事故の状況 （9月分）

物損
実数
累計

8
（115）

0
（20）

0
（18）

0
（1）

0
（1）

負傷 人身 死亡 飲酒

（ ）は1月からの累計

高�

ゆ　　　　か

ふう　　　が

たま　　　き

よう　　 すけ

そ　の　他

末永くお幸せに

梨子下　益　実　　　　　上野々
高 橋　　優　　　　　　上野々）

高�

高�
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宝くじ助成で地域活性化を
(財)自治総合センターでは、

宝くじの事業収入を財源とし
て、住民が自主的に行う活動を
支援します。平成19年度に助成
を希望する団体を募集します。
対象／自治会・町内会などの広
域的な共同活動を行っている団
体の施設または設備（備品）の
整備に対して助成します。ただ
し営利団体やイベントなどのた
め一時的に組織された団体は除
きます。
条件／活動が地域に密着して行
われていること
助成金額／一般コミュニティ事
業で250万円まで
申込期限／11月6日（月）必着
申込・問合先／企画課（湯田庁
舎）●82-3284

児童虐待防止推進月間
11月は「児童虐待防止推進月

間」です。
「あなたの『もしや？』が子

どもを救う」。児童虐待は、子
どもの心や体を深く傷つける、
決して許されない行為です。家
庭や学校、地域が力を合わせて
虐待を防止していきましょう。
子どもの虐待が疑われたり、

発見したときは、保健福祉課ま
で連絡ください。
連絡・問合先／保健福祉課（沢
内庁舎）●85-3412

志賀来スキー場従業員募集
町では、今年度の志賀来スキ

ー場従事員を募集します。
作業内容／リフト運行、スキー
場・クロカンコース整備など
従事期間／12月11日（月）～3
月31日（土）
応募書類／申込書（学務課で配
布）、履歴書※申込前に確認の
こと
応募資格／昭和16年4月2日以降
生まれ（今年度65歳まで）で健
康に自信のある方
申込締切／11月17日（金）
問合先／学務課（沢内庁舎）
●85-2337

里親制度をご存知ですか
里親とは、親の病気や離婚な

どの理由によって、あたたかい
家庭を求めている子供を自分の
家庭に迎え入れ、愛情を込めて
養育する方のことです。
里親になるには特別な資格は

必要ありませんが、子供が大好
きであることや健康的で明るい
家庭であることなどが条件で
す。
問合先／保健福祉課（沢内庁舎）
●85-3412、岩手県福祉総合相
談センター●019-629-9608

地方税特別滞納者整理機構
県と市町村では、「岩手県地

方税特別滞納整理機構」を設置
し、悪質な滞納者に対する滞納
整理にあたることになりました。
財産があるにもかかわらず納

税に応じなかったり、再三の納
税相談の呼びかけや催告に応じ
なかったりする場合は、差し押
さえを前提にした厳しい処分を
行うことになりますので、ご理
解とご協力をお願いします。
問合先／税務課（沢内庁舎）
●85-3414

女性の人権ホットライン
岩手県人権擁護委員連合会と

盛岡地方法務局では、女性の人
権相談に電話で応じる「女性の
人権ホットライン」強化週間を
行います。
期間／11月13日（月）～19日
（日）
時間／平日は8:30～19:30、土
曜日と日曜日は10:00～17:00
相談内容／夫・パートナーから
の暴力、職場におけるセクハラ、
ストーカー行為などの女性をめ
ぐる人権問題ほか
相談電話番号／●0570-070-810
問合先／盛岡地方法務局
●019-624-9859

食の体験と産直めぐり
岩手中部地区広域市町村圏事

務組合では、花巻市東和町地方
の保存食、伝統食作りの実習を
通して、食への関心と再発見を
図るため「食の体験と産直めぐ

り」を行います。
日時／11月22日（水）10:00～
15:30
場所／花巻市東和総合福祉セン
ター（花巻市東和町安俵）
対象／圏域住民
内容／①「祭り寿司」調理コー
ス②「だまこ汁」調理コース
③「きび餅」調理コース
（各コース定員10人）
参加料／500円
問合先／岩手中部地区広域市町
村圏事務組合●0198-24-2111

県立農業大学校学生募集
岩手県立農業大学校では、平

成19年度学生を募集します。
◆一般入学前期
出願期間／11月27日（月）～12
月7日（木）
試験日／平成19年1月9日（火）
◆一般入学後期と社会人特別入学
出願期間／平成19年2月13日
（火）～26日（月）
試験日／平成19年3月6日（火）
試験場所／いずれも岩手県立農
業大学校（金ヶ崎町六原）
問合先／岩手県立農業大学校
●0197-43-2211

法的トラブル解決「法テラス」
日本司法支援センター「法テ

ラス」は、法的トラブルを解決
するための情報やサービスを全
国どこでも受けられるよう、全
国に50カ所以上の事務所を置
き、10月から業務を開始しまし
た。法的トラブルを解決するの
にどのような方法があるのか、
どこに相談すればよいのかわか
らないときは、法テラスコール
センターまでお気軽にお電話く
ださい。
主な業務
・情報提供（法的トラブルの解
決に役立つ情報の無料提供）
・民事法律扶助（資力の乏しい
方のための無料相談や裁判費用
などの立て替え）
・司法過疎対策（弁護士がいな
いなど法律サービスを受けるこ
とが難しい地域での適切な料金
での法律サービスの提供）
・犯罪被害者支援（被害者支援
に詳しい弁護士や支援団体など
に関する情報の無料提供）

役 場 か ら
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国や県から
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地球環境にやさしい大豆インキを使用しています古紙配合率100％再生紙を使用しています
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西和賀町の歴史・文化・観光施設・イベ
ントなどを紹介します
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■碧祥寺博物館
国が指定する重要有形民俗文化財になっている

丸木舟や雪国生活用具をはじめとする１７９２点
を収蔵しています。
◆入館料
大　　人500円、大学生・高校生300円
小中学生200円
※このほか団体割引もあります。

◆営業時間
9：00～17：00

※毎週火曜日は休館日です。また、12月29日か
ら翌年3月31日までは冬期間のため休館します。

◆お問い合わせ先
0197－85－3330
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シリーズ

■西和賀町歴史民俗資料館
昭和45年9月発見され、翌年から発掘調査

された大台野遺跡の出土品や考古資料、民俗
資料などを展示しています。
◆入館料
小中学生50円、高校生以上100円

※このほか団体割引もあります。
◆営業時間
9：00～16：30

※毎週月曜日は休館日です。また、12月から
翌年3月までは冬期間のため休館します。

◆お問い合わせ先
0197－82－3240（銀河ホール内の生
涯学習課につながります）

て に を は
東北地区の広報担当者によるセミ

ナーがあり青森県十和田市に行って
きました。風景写真の撮り方を教わ
りましたが、写真は難しいものだと
あらためて感じました。 （小林）
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